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５０回を数える東京都学校歯科保健研究大会は平成２８年３月１０日（木）１３時から文京区春日「文京
シビックホール 大ホール」で開催された。

表紙写真＝開会式で挨拶する川本 強・東京都学校歯科医会会長

／写真と文 関根 正行
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平成２７年度「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」の東京都学校歯科医会による審査員会が
平成２７年９月２４日（木）に開催されました。このコンクールは，日本学校歯科医会が次の世代を担う子供た
ちの作品を対象として，口腔保健に関する理解と認識を高めることを目的に実施しているものです。そし
て，東京都学校歯科医会が中心となり，東京都教育委員会とも共催し東京都内の作品を集めたコンクールを
実施しています。
審査会場には応募総数１３，５２７作品の中から，地区歯科医師会・学校歯科医会で選ばれた優秀作品として，
保育所・こども園・幼稚園の部７作品，小学校低学年の部４９作品，小学校高学年の部４８作品，中学校の部３３
作品，高等学校の部２作品，特別支援学校の部６作品，合計１４５作品が集められました。会場の壁いっぱい
に貼られた作品はどれも力作ばかりで，子供たちの熱い気持ちが伝わってくるようでした。
審査会は，一次審査さらに二次審査を行い，その結果各部門の１位から３位までの作品が選ばれました。
画面いっぱいに大きな口が描かれた子供らしいのびのびとした作品や健康な生活をテーマに８０２０運動を取り
上げた作品など，どれも甲乙つけがたい作品が多く，選ぶのに大変苦労しました。特に学年が上がるにつ
れ，本コンクールの趣旨である歯科保健に関する理解と認識の高まりが作品に反映されており，幼児・児
童・生徒の歯科衛生に対する意識の高さを実感しました。
一次審査，二次審査の間に，審査員長の国立大学法人東京学芸大学理事・副学長（美術科教育学 教授）
増田金吾氏により，歯科保健を意識したアイデア，ポスターとしての伝達力，絵画としての美しさ等の視点
を意識して評価をすると良いというお話をいただきました。
今回，各部門１位に選ばれた作品は日本学校歯科医会主催のコンクールに推薦しました。本年度のコン
クールにはたくさんの幼児・児童・生徒の皆さんに参加していただきました。これからも，歯や口の健康づ
くりに興味をもって様々な取組にチャレンジしてください。そして，生涯にわたって健康な生活を送ること
ができるように願っています。 理事（表彰担当） 髙橋 文夫

平成２７年度「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」審査員

〔審 査 員 長〕 〔一般社団法人東京都学校歯科医会〕
増田 金吾 国立大学法人東京学芸大学理事・副学長

（美術科教育学 教授）
川本 強
末髙 英世
小嶋 憲
鈴木 博
渡邉 実
箭本 治
奥野 圭子
長沼 善美
酒井 克典
髙橋 文夫
中村 卓志
澤田 章司

会長
副会長（事業担当）
副会長（学術担当）
専務理事
理事（総務担当）
理事（総務担当）
理事（広報担当）
理事（会計担当）
理事（事業部チーフ）
理事（表彰担当）
理事（大会担当）
理事（学術担当）

（順不同・１８名）

〔審 査 員〕
粉川 貴司
三ツ木 浩
尾本 光祥
岩﨑 治彦
髙橋 哲夫

東京都教育庁地域教育支援部長

東京都教育庁地域教育支援部歯科保健担当課長

東京都教育庁都立学校教育部学校健康推進課長

東京都教育庁指導部義務教育指導課主任指導主事

公益社団法人東京都歯科医師会会長
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画評：国立大学法人東京学芸大学理事・副学長（美術科教育学 教授） 増 田 金 吾

港区立白金小学校（３年） 梅木 香音さん
歯の裏側は磨きにくいものですが、歯ブラシをしっかり持ってうま

く磨いているところを表現し、歯科保健を意識したアイディアが生き
ています。全体の配色もよく、「よくみがこう」などが標語「歯を大
切に」を補助し、伝達力にも優れています。

港区立御成門小学校（５年） 佐倉 温さん
しっかりとした歯磨きにより、白い綺麗な歯が保たれています。一

方、歯とバイキンが戦い、歯が勝利するといった、想像的で愉快なア
イディアも生きています。標語「歯みがきがあなたの健康を守る」と
絵の色使いがうまいですね。

東京都立府中高等学校（２年） 邊見 優香さん
標語「むし歯に負けるな」と図柄共に印象的な作品です。歯ブラシ

を持った女の子が、懸命に白い歯を守り、増やそうとしているのをバ
イキンがせせら笑っています。色使いに配慮し、歯の形や向きが微妙
に描かれるなど工夫しています。

武蔵野市立第三中学校（３年）

山下 絢香さん

美しい少女に抱かれた歯が
とっても幸せそうです。まさ
に「よい歯、幸せ。」という
標語通りです。歯科保健を意
識したアイディアが生きてお
り、ポスターとしての伝達力
に優れ、絵画としての良さや
美しさのある３拍子揃った作
品です。

東京都立
青山特別支援学校（小４）

佐藤緋眞佳さん
主人公は、擬人化されたカ

バでしょうか。顔の表情や帽
子・洋服が、可愛らしく、ま
た印象的な作品です。「はを
みがこう‼」の文字は、絵の
部分の形や色にうまく合って
いて、全体として造形美の感
じられる作品です。

東京都市大学二子幼稚園
年長５歳

早田 乙稀さん
綺麗な白い歯を、口をしっ

かり開け、見せているところ
でしょう。目も大きく開いて
います。普段から歯磨きをき
ちんとしていると、こんなふ
うにみんなに自慢できる白い
綺麗な歯になると言っている
ようです。年長さんらしく
しっかりした表現だと思いま
す。
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中央区立堀留町保育園（チャレンジクラス５歳）

猪野 瑛太さん

学校法人 私立聖母の騎士幼稚園（年長５歳）

野原さくらさん

江戸川区立篠崎第五小学校（３年）

葛城 妃菜さん
小平市立小平第二小学校（１年）

滑川花菜子さん

杉並区立杉並第二小学校（６年）

野口ことみさん
江戸川区立第二葛西小学校（５年）

砂澤あゆみさん

杉並区立杉森中学校（３年）

河本 葵さん
小平市立小平第三中学校（３年）

長谷川多月さん

東京都立王子特別支援学校（高２）

山本 将寛さん

東京都立志村学園（高３）

佐々木菜摘さん

東京都立赤羽商業高等学校（３年）

山本絵里香さん
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荒川区立汐入こども園（５歳）

露木 颯人さん

墨田区立菊川小学校（３年）

橋本愛有加さん

葛飾区立花の木保育園（年長６歳）

冨澤 裕未さん
学校法人 杉の子学園 横川幼稚園（年長５歳）

山浦 茉奈さん

世田谷区立桜丘小学校（２年）

田口 茉宙さん
町田市立小山田小学校（２年）

塩原 聖也さん
品川区立小中一貫校品川学園（６年）

濱道 健成さん

中野区立新山小学校（５年）

富田真優奈さん

東村山市立化成小学校（６年）

内堀 綾乃さん
港区立青山中学校（２年）

三木 芙深さん
品川区立冨士見台中学校（７年）

岩﨑 りんさん

小金井市立小金井第一中学校（３年）

徳丸 颯介さん

新宿区立西新宿中学校（中３）

髙橋 幸恵さん
東京都立小金井特別支援学校（小４）

三浦龍久さん・宮﨑大樹さん・吉田 樹さん
東京都立小平特別支援学校（小６）

香川 滉太さん
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常日頃より東京都学校歯科医会にご尽力を賜りまして、心よりお礼申し上げます。昨年７月
より新しい事業年度となりましたが、学術部門、事業部門、その他の部門共々着実に事業展開
を果たしておりますことをまずもってご報告させて頂きます。
学術部門におきましては、異種校間における学校歯科保健調査を始めました。これにはじっ

くりと時間をかけますが、日本学校歯科医会の中でもオリジナルで優れた調査結果が得られる
ことと思っております。多年度にわたる島嶼地区学校歯科保健調査ならびに学校歯科保健教育
活動が浸透して参りました。島嶼地区の養護の先生方や教育委員会の方々が本年３月に開催さ
れました第５０回東京都学校歯科保健研究大会にわざわざご出席頂きましたことからも、我々の
この活動がいかに浸透してきているかが伺えます。また私立小学校に対する歯科保健実態調査
を行いました。その結果はまもなく皆さまのお手元に届くと思われます。私立学校における学
校歯科保健調査に関する文献が少ないところから、きっと先生方のお役に立つものと確信致し
ております。５年前の３月１１日あの残念な原発事故がございました。あれから５年間どのよう
に児童生徒は成長してきたのか、また学校歯科医が知っておくべき放射線の知識をもう一度振
り返り、小冊子にして会員の先生方に配布させて頂こうと考えております。
事業部門におきましても多岐にわたる事業展開が出来ました。例年通り文京シビックホール

におきまして、東京都学校歯科保健研究大会を開催致しましたが、多くの会員の先生方のご協
力を頂きまして成功裏に行うことが出来ました。お礼申し上げます。定着してまいりました
「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」ですが、今年度は新宿西口のプロムナー
ドでの展示に加えまして、市ヶ谷駅のプロムナードでも展示致しました。受賞なさった児童生
徒とそのご家族はもとより学校歯科医会の先生方の目にも止まり、大変好評だったことに執行
部一同達成出来ました満足感に浸っております。ブロック別支援事業はブロック・地区協議会
と名称変更致しまして発展拡充してまいりました。現在８ブロックに分けて開催致しておりま
す。最近は担当理事がパワーポイントを用いて、他地区の活動をご紹介しておりますが、これ
は好評です。これから開催されます地区はご期待下さいませ。
いよいよ１１月１６日・１７日、「第８０回全国学校歯科保健研究大会」が東京都学校歯科医会主催

で開催されます。文京シビックホール全てのホールおよび会議室を使用して開催致します。こ
の全国大会開催には先生方のご尽力が不可欠であります。どうぞお力添えを賜りますようお願
い申し上げます。

巻 頭 言

「お力添えを」

一般社団法人 東京都学校歯科医会

会 長 川本 強
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今日は「クイズで語る おもしろ食育最前線」
とタイトルでお話をさせていただきます。
最初に自己紹介をします。私は小児歯科専門医
です。子どもは、診療室に入ってくるときにこん
な顔（笑顔）をして入ってきます（図１左）。と
ころが診療が終わると、みんなこんな顔（泣き
顔）になるのです（図１右）。（一同：笑い。）こ
ういう顔で帰すことを私は「子どもの心に借金を
して帰す」と言っています。子どもの心に借金を
すると、今度来た時に今日よりもっと泣きます。
そしていつの間にか来なくなってしまいます。こ
れは良くないことです。だから診療室で仮にこう
いう顔をしていても、また帰る時には笑顔で帰し
たいと思います（図１左）。笑顔で帰すことを「子
どもの心に貯金をして帰す」と表現しています。
子どもの心に貯金をしますと、今度来た時に今日
よりは泣きません。そのような関係を続けていま
すと、いつまでも来てくれる患者さんになりま

す。
今日は、お忙しいなか第５０回東京都学校歯科保
健研究大会にお越しいただいたので、少しでも
「皆様方の心に貯金」ができる話ができれば良い
なと思ってやって参りました。
さて私は、一方的に話すのではなくクイズ形式
で話を進めます。
「養生訓」は貝原益軒が元禄時代に書いた本で
す。“養生”は聞きなれない言葉ですが、当時“健
康”という言葉がありませんでした。だから今か
ら考えると「健康訓」ということになります。貝
原益軒は、生まれながらに病弱でした。そこで、
古今東西の健康法を実践し、８４歳の生を得まし
た。歯や口の健康法についても書かれています。
例えば「病は口から入る」とか「１日に何回も歯
をカチカチさせるとむし歯や歯周病にはならな
い」とか「食後は口を湯ですすぐ」とか「爪楊枝
で歯グキを刺すと腫れることがあるので注意」と
かですね。この中で、私が「これは面白い」と
思ったことがありました。
そこでクイズです。
クイズ１：「朝起きたらぬるま湯で口をすす
ぐ。その後塩で歯グキをこする。そしてお湯で２０
～３０回口をゆすぐ。最後に吐き出した湯を粗布で
漉して茶碗に受ける。これがある薬になる。」と
書いてあります。何の薬になると思いますか
（図２）。
１番：かぜ薬、２番：目薬、３番：毛はえ薬
答えは「目薬」です（一同：ヘエ～！）。

第５０回東京都学校歯科保健研究大会 特別講演 平成２８年３月１０日（木）

「クイズで語る
おもしろ食育最前線」ライブ版

国立モンゴル医科大学 歯学部
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

客員教授 岡 崎 好 秀

図１
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貝原益軒は「私はこれを実践しているおかげ
で、８３歳になっても非常によく見えるし、１本
の歯も抜いていない。」と書いています。益軒は
８０歳２８本を達成していたのです。
これは、多量の枯草菌が試験管に入っているの
で濁っています。しかし、私の唾液を１滴落とす
だけで瞬時に透明（溶菌）になり死滅します。こ
れは、唾液中のリゾチームの作用です（図３）。
唾液１cc 中には、約１０８の細菌がいますが、皮
膚の表面１cm２当たり３０００～４０００位です。ところ
がもし、皮膚の表面に骨にまで達する傷を作った
ら、まず化膿してたいへんな状態になります。で
も口の方が細菌は多いのに、通常歯を抜いてもそ
こまでひどくなりません。それは唾液のリゾチー
ムに守られているからです。昔から「よだれの多
い赤ちゃんは丈夫に育つ」「唾液の多いお年寄り
は長寿」と言われます。これは非常に大事なこと
です。唾液の分泌量が多いことは、体が若いある

いは防衛力が強いことを意味しています。
よく噛むとガンの予防になると言いますが、あ
れは噛むことではなくて唾液のおかげです。発が
ん物質を唾液に３０秒間つけたら変異原性が激減し
ます。それは、噛むことでなく唾液のおかげで発
がん物質が無毒化されるということです（図４）。
こんな面白い研究もあります。ネズミの背中を
１センチ四方に切ります。そして傷の治り具合を
見ます。２日後の傷は、単独の場合は２０％しか治
らない。これが数匹いる場合は７５％に上がりま
す。どうしてなのか。それは、単独でいたら自分
で自分の背中を舐めることができないが、数匹な
ら他のネズミが舐めてくれるのです。唾液の中に
は傷口を早く治す成分があるということです（図
５）。
長谷川町子さんのサザエさんは、昭和３０年代か
ら４０年代年までの漫画です。サザエさんの漫画を
見ていると、食事中に湯のみが出てきません。こ

図２

提供：松岡喜美子先生

図３ 図５

図４
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の漫画では、全員食べ終わってから湯のみが描か
れています。昭和３０年代ごろまで実は「食事中に
お茶を飲むのは行儀が悪い」と言われていまし
た。お茶は、お茶碗のご飯粒を取るためのもので
した。
どうして、このような話をするかと言います
と、私が卒業して小児歯科に残った昭和５０年代前
半は、子どもの治療をする時、口の中は唾液で溢
れていました（図６）。常に、バキュームや唾管
を入れて吸いながら治療をしたものです。しかし
最近の子ども達は、唾液が溜まらないのです。た
まらないので診療は楽になったのですが、これは
どう考えても正しいと思えません。
今の子ども達は、食事の時、水やお茶で流し込
み食べをしているからだと思います。だから、体
は水分出す必要はないのです。そこで私は、流し
込み食べのことを“水洗式咀嚼”と言っています
（図７）。唾液量のピークは、２０歳前後です。そ

の後は、低下するばかりです。従って、ピークを
高めておかないと、唾液が早期から出なくなり味
覚異常が増えると思います。
また、むし歯も同様です。唾液が中性に戻す力
を唾液緩衝能と言います。普通の水より約１万～
１０万倍ぐらい強いのです。このステファンのカー
ブが早くもどる人と、もどりにくい人がではむし
歯になりやすさが違ってきます。この緩衝作用
は、噛んだ時の刺激唾液の方が安静時の２０～３０倍
強いです（図８）。
また、歯は生えて３年以内がむし歯になりやす
く、以後はなりにくいと言います。これは、唾液
中のカルシウムが歯に沈着するためです。また唾
液量は、歯周病や口臭とも関係します。
私は日本中のいろいろな学校に寄らせていただ
いて、学校給食は必ずいただくことにしていま
す。これは高知県の某小学校ですが、すばらしい
学校給食です（図９左）。アマゴも頭から食べま
す。野菜サラダもスティック状にしてあります
が、こうすると噛む回数が増えます。汁物も具だ
くさんで、リンゴは皮付きで、スルメもあります。
一方、別の地域でのものです（図９右）。友人
の歯科医に左半分だけ見せ、“どこの食事か？”
聞いたら、“高齢者施設ですか”と言われまし
た。“違うよ”と答えると、今度は“離乳食です
か”と答えました。“これは学校給食”と言うと
驚いていました。
先ほどは唾液の減少の問題について話しました
が、これは水分が多く、流し込み食べを助長する

図７

図６

図８
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ような給食です。
両者とも、学校給食ですから栄養学的には充足
されているはずです。でも、どちらが、子ども達
の健康を考えて作られているかは明白です。どう
してこんなに違うのでしょう。
ある校長先生の話、「夏休みが終わり、新学期
が始まると痩せて登校する子ども達がいるのです
よ。夏休みの間、きちんと食べさせて貰っていな
いからです。そのような子ども達にとって学校給
食は最後の砦なのです。」そこで私は、学校歯科
医の先生には、歯科健診の後「学校給食を食べて
帰ってきてください」と話すことにしています。
学校歯科医はもっと学校給食に目を配るべきで
す。歯はむし歯になるために生えてくるのではあ
りません。磨くために生えてくるのでもありませ
ん。歯は食物を噛むために生えてくるのです。
後者の給食の問題点は、学校歯科医の立場から
言わないと改善されにくいように思います。最
近、私が出かける地域の学校給食のHpを見るよ
うにしています。そして、毎日のように学校給食
の写真がアップされている学校はマルです。給食
センターや学校栄養教諭が、自信を持って作って
いるのです。それだけ学校給食に熱心に取り組ん
でおられるのだと思います（図１０・１１）。
現在の子ども達の“流し込み食べ文化”はいつ
から起こったのでしょうか？ 昭和３０年代から始
まった学校給食の“三角食べ”の牛乳ではないか
と思ってみたりします。その時の子ども達は親の
世代になりますので、それが習慣化しているので

しょう。
さて、流し込みを防ぎよく噛むことを推奨して
いる小学校があります。給食時間のはじめの「い
ただきます」で、まず一口だけ牛乳を飲んで蓋を
閉めます。そして給食が終わった後で、最後に牛
乳を飲む。これだけでも噛む回数は大きく変わり
ます（図１２・１３）。

図９ 図１０

図１１

図１２
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さて、（図１４左）は典型的な和食です。魚、煮
物、味噌汁、野菜サラダ、ご飯があります。（図
１４右）はファストフードです。さて皆さん、どち
らを食べる人が健康でしょうか。これは左に決
まっています。
今度は出す方の話をします。バナナうんちとビ
チビチうんち、どちらを出す人が健康でしょうか
（図１５）。それもバナナに決まっています。ここ
からが難しいです。
そこでクイズです。
クイズ２：典型的な和食を食べながらビチビチ
うんちをしている人と、ファストフードを食べな
がらバナナうんちを出す人、さあどちらが健康で
しょうか（笑）（図１６）。

いかがですか。これはかなり難しいでしょう。
ここで私が何を言いたいかというと、今の食育は
健康になる食べ物さえ食べていればバナナうんち

が出ると思っています。しかし、健康的な食事を
していてもビチビチうんちを出す人はたくさんい
ます。
これには何らかの発想が足りません。それは一
体何なのか？「何を食べるか」というのは、“口
に入る前の食育”です。
食育にはもう一つあります。それは“口に入っ
た後の食育”です。それが「よく噛む」というこ
とではないでしょうか。これが、“学校歯科医か
ら見た食育”だと思います（図１７）。
『食べる』という言葉、ドイツ語では２つの動
詞があります。一つは『フレッセン』、もう一つ
は『エッセン』。前者は、“動物が食べる”こと。
言い換えれば、“生命保持のために食べる”こと
を指します。一方、後者は、人間が食べること。
すなわち、『おいしく食べる』『楽しく食べる』と
いうことを意味します。栄養学だけを考えると
“フレッセン”の学校給食になります。学校歯科

図１３ 図１５

図１４ 図１６
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医の立場からも、エッセンとしての学校給食を目
指したいものです（図１８）。
それでは次のクイズです。
クイズ３：これはサルの口の中の写真です。１
枚が野生のサル、もう一枚が動物園のサルの写真
です。動物園のサルはどちらでしょう（図１９）。
これは、素晴らしい写真だと思います。北海道

大学歯学部名誉教授の故 石川 純先生から頂戴
したものです。サルは野生であれ動物園であれ、
歯は磨きません。そうすると、両者の差は食べ物
の差だということがわかります。実は右が動物園
のサルです。よく見ると歯と歯の間に歯垢がたく
さんつき、歯グキがブヨブヨと腫れ歯周病になっ
ています。軟らかい食べ物を食べているからで
す。
一方の左の野生のサルが食べ物は、一番多いの
が木の葉、二番が木の実、三番が木の皮、という
順です。硬い物を食べる、口がよく動き唾液が出
ます、だから口の中の汚れが少ないのです。歯と
歯の境に歯垢がついていません。歯グキが引き締
まっています。歯の真ん中は少し黒くなっていま
すが、これは木の葉っぱを食べるためについてい
る茶渋でタンニンです。
さて、サルの口腔写真を始めて見た時に、“口
は食べ物が入ってくる最初の場所だから、食べ物
が変われば最初に変わるのは口ではないか”と思
いました。
私は大学を卒業して３８年間、小児歯科専門医と
して診療を行ってきました。私が大学に入学した
ころは、日本の子ども達はむし歯の洪水といわれ
ていました。高度経済成長の中で親が忙しい、さ
らにむし歯予防に対する知識もあまりなく、お菓
子に子守りをさせていた時代です。その頃は砂糖
が多かったから、むし歯が多かったのです。今は
歯周病が多いです。最近は軟らかい食べ物が増え
たから、歯周病が多いと言われます。その言葉一
つでも、子どもにはどう伝えようかと考えます。
“なぜ軟らかい食べ物を食べると歯周病が増える
のか？”を、どう言えばわかりやすく伝えること
ができるのだろう、そんなことをいつも考えてい
ます。
私は以下のように表現をします。「ナイフでリ
ンゴを切りました。ナイフは汚れません。次に、
ナイフでケーキを切りました。ナイフには、べっ
たりと汚れがつきます。」そのナイフはそのまま
私たちの歯です。私達がリンゴを食べてもナイフ
が汚れないように歯も汚れません。しかし、ケー

図１７

図１９

図１８
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キだとナイフにべったりと汚れが付くように歯も
汚れます。そんな風に言うと「ああ、なるほど」
と思ってもらえます。話は全て「なるほど！、
へぇー！、ほぉ～！、そうだったのか！」と感嘆
詞が出るように話すのが重要です。
さて、これは２０年前に撮影したモンゴルの６０歳
の遊牧民の歯です（図２０）。先ほどの野生のサル
と同様きれいな口をしています。甘い物・軟らか
い物が口に入らないと、ヒトもきれいであること
がわかります。しかし、この２０数年で、甘い食べ
物がたくさん入り、子ども達のむし歯が急増しま
した（図２１）。
最初は、首都のウランバートルに子どものむし
歯が多かったのですが、次に中国とモンゴルの国
境沿い、そして中国からモンゴルへの幹線道路沿
いにむし歯が増えました。正にシュガーロードで
す。しかも日本で一番むし歯がひどかったのは昭
和３８年頃で、４歳児で平均８．５本でしたが、現在

のモンゴルは９．５本です。しかも、モンゴルでは
日本のような健康保険制度がありません。
モンゴルでは、歯科医師を対象として話をして
きましたが、どうしても治療の話になりがちで
す。これではむし歯が減りません。歯学部の学生
にもっと根本的なことを教える必要があります。
そこで、学生を幼稚園や小学校に連れて行きま
す。そこで私が子ども達に、口にまつわる面白い
話をします。そして、その様子を歯学部の学生に
見せます。そうすると学生が歯科医師になった
時、診療室だけが活動の場所でなく、地域も含め
て活動の場だと思うようになります。そんなこと
を考えてモンゴルで教育活動を行っています。日
本でも歯科医師の先達は、同じようなことを考え
学校歯科を広げていったのでしょう（図２２・２３）。
先ほど、“口は食べ物が入ってくる最初の場所
なので、食べ物が変わると口が変わると”述べま
した。最近、口をポカーンと開いている子ども達

図２１

図２０

図２３

図２２
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も子が増えています。もちろんアレルギー性鼻炎
などの疾患の増加もその原因の一つでしょう。し
かし、私は子ども達の口の機能が十分発達してい
ないのではないかと思っています。
私はダウン症の子ども達をたくさん診てきまし
た。彼らの口が開くのは、口の周りの筋肉が低緊
張だからです。だから、食べる訓練をすること
で、少しでもそうならないようにしています。と
ころが、健康な子ども達もどんどん口が開いてい
ます（図２４）。
また最近、幼稚園の子ども達の乳歯の２／３が過
蓋咬合です（図２５）。過蓋咬合は、下顎が後ろに
位置していると考えられます。その分、気道が狭
くなる傾向にあります（図２６）。現在は、そんな
に異常とは考えられていません。でも本当にそう
でしょうか？子ども達を見る場合は、時間軸とい
う“ものさし”から考える必要があります。
現在、運輸業界では閉塞性睡眠時無呼吸症候群

（OSAS）は大きな問題になっています。これが
あると、交通事故のリスクが７倍高くなります。
十分な睡眠がとれないため、本来緊張していなけ
ればならない時にも、瞬間的に眠ってしまうから
です。また、寝ているときに無呼吸になると酸素
が入りません。すると、身体は代償作用として血
圧を高くします。そのために降圧剤を服用しても
効きが悪くなります（薬剤抵抗性高血圧）（図２
７）。その原因はさまざまですが、口を開けて寝
ていることや、下顎が後ろに位置し小さい場合に
起こりやすくなります。すなわち、子ども達のお
口ポカ～ンや過蓋咬合は、将来これらのハイリス
クになる可能性があります。そもそも口が開いた
り、過蓋咬合の原因を考えることが、これを防ぐ
方法になります。
私は、“前歯を使う食生活”が重要だと思いま
す。前歯でかじろうとしたら、下あごは前にきま
すし、口唇にも力が入ります。今の食べ物は、食

図２５

図２４

図２６

図２７
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べやすい様に小さく切ってあたえています。だか
ら、前歯でかじる必要がありません。ヒトに前歯
と臼歯があるのは、前歯で食べ物を切って臼歯で
噛みなさいと言う意味です。前歯は、包丁の代わ
りの歯です。口が開くことは顔面表情筋の発達不
足ですし、下顎の後退位は、前歯でのかじり取る
機会の減少だと思います。食べ物が大きければ、

大きな口を開けて前歯を使います（図２８）。
私達は、よく噛むことが大切だと言います。し
かし、噛むと言う“咀嚼”の前には、食物を捕ら
える“捕食”があります。もう一度、捕食につい
て考えなおしてみる必要がありそうです（図２９）。
それでは、時間が来ましたので、これで終わりま
す。

図２８ 図２９
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学校歯科健診後の受診率や治療率について全国
的な統計はない（文部科学省）が、保団連の調査
（２０１２年）の中学生に関する調査によると、宮城
県、長野県、大阪府の調査で「要治療」と診断さ
れながら実際に受診した中学生は宮城３４％、長野
３８％、大阪３７％で、「歯の根しか残っていない“口
腔崩壊”」の生徒がいると報告している。また、
大阪府の調査では、小学校では検診を受けた生徒
の３７％が「要受診」と診断されたが、受診報告書
を学校に提出した生徒はその４８％であり、中学校
でも全体の３７％が「要受診」と診断されたが、報
告書を提出したのは、うち３０％にとどまってい
た。学校によって差があり、８～９割が受診する
学校もあれば、受診率が１割に満たない学校も
あったとも報告している。
また、保護者が歯科受診させていない理由は、
「乳歯だから」「痛がる（いやがる）ので連れて
行かない」「３割の窓口負担が支出できない」な
ど、「親の意識の問題と経済的理由の二つが受診
しない大きな要因」と指摘していた。医療費がか
からない家庭でも「面倒くさい」などと親が子を
受診させない、養育放棄（ネグレクト）が疑われ
る事例も指摘される。経済的事情がなくても仕事
や習いごとで親子とも時間的余裕がないことも要
因とされる。また、「乳歯の虫歯なら、生え変わ
るから治療しなくてもよい」との誤解がある。全
般的に歯科のプライオリティーが低いことが問題
である。
「子どもが怖がる」と保護者の方は理由つける

ことが多いが、小児の歯科恐怖（特に就学前就学
前）については、患児の歯科不安は母親の不安に
誘発されることが報告されている。
学童期につては、母親が歯科治療に対して恐怖
心を抱いている環境の児童は、母親が恐怖心を抱
いていない児童に比べて恐怖が強い傾向がみら
れ、逆に、実際に治療を経験してみると歯科に対
する恐怖度が減ったという報告がある。しかし、
痛みを伴う歯科治療経験や、レストレイナーなど
の抑制下の治療経験のある児童は、それぞれの経
験のない児童に比較して歯科に対する恐怖がある
ことも報告されている。幼児期に身体抑制下の歯
科治療経験をもつ者でも、その後の対応により青
年期の歯科恐怖心に相違がみられることが示され
ている。痛みを伴う歯科治療や抑制下の治療をや
むを得ず選択したあとは、いかにフォローしてい
くかが鍵であり、かかりつけ医、学校歯科医の連
携が重要である。
歯科受診をしない動機の一つに、「乳歯だから。
いずれ生えかわるから治療しなくてもよい」と考
えている保護者がいることは前述したとおりであ
る。乳歯が抜ければ永久歯が必ず生えるとほとん
どの保護者が考えている。しかし、小児歯科学会
で永久歯の先天的欠如について調査（２００９年）し
たところ、第３大臼歯を除いた永久歯の先天性欠
如に発現頻度は１０．１％（男子９．１％、女子１１．０％）
であったと報告している。歯種別では、下顎第二
小臼歯に最も多く認められ、次いで下顎側切歯、
上顎第二小臼歯、上顎側切歯の順である。また、

平成２７年度学校保健（学校歯科医）研修会 平成２７年１２月１０日（木）

歯科疾患を有する児童・生徒の
特長とその行動
～親の言い分、子の言い分…そこにアプローチするには～

東京歯科大学 口腔健康科学講座 障害者歯科・口腔顎顔面痛研究室
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

准教授 大多和 由 美
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１歯欠如の頻度は５．２％、２歯欠如は３．０％で、３
歯、４歯、および５歯以上ではいずれも１％未満
である。乳歯があっても永久歯が欠如することが
あることを保護者に伝えていく必要がある。
中高学生の治療勧告書と受診行動を調査した報
告では、中耳炎、う蝕などは、高い受診意識はあ
るが、歯肉炎、鼻炎、近視などは受診意識が低
い。全体的に考えてヘルスプロモーションを基盤
とした健康教育を導入する必要があると述べられ
ている。また、思春期の歯科に対する不信をみる
とスタッフや環境、インフォームドコンセントな
どが挙げられる。また、健康面というよりもむし
ろ審美性に重点が置かれている。親の手がある程
度離れてくる小学校の中高学年ぐらいから中高生
のアプローチとしては、ヘルスプロモーションを
基盤とした健康の教育、生きていく上での習慣病
を防ぐようなライフスキルといった教育がさらに
必要である。
東京歯科大学水道橋病院における歯科恐怖症
（平均３７．５歳±１１．５）の患者の恐怖のきっかけを
みると、具体的な内容は「麻酔が効きにくかっ
た。」、「治療中の偶発症（舌、口唇を切られたな
ど）」であり、１３歳から１８歳が２７％、７歳から１２

歳が１７％と多くが小学校から高校生の時期にその
きっかけを経験していた。歯科治療のストレス評
価を歯科医師側と患者側で調査みると、歯科医師
側では、埋伏歯の抜歯、外科小手術を挙げていた
が、患者では、局所麻酔なしでの有髄歯の切削が
最もストレスを感じると答えていた。また歯科医
師側ではストレスがあまりないと答えていた、根
管治療、セメント合着等は、患者にとってはスト
レスが大きいということが分かった日々の治療で
患者さんがどのようなストレスを持っているの
か、心理面、環境面においても、歯科恐怖症をつ
くらないようにする配慮が必要である。
現代の子供たちは多忙で、歯科のプライオリ
ティーはあまり高くないことは現実である。東京
都は医療費に恵まれており、歯科診療所の数は非
常に多く、行こうと思えばどこにでも行ける。し
かし、なかなか行けないというのは、口腔内の健
康というものが低く考えられていることに起因す
る。児童・生徒にとっても保護者も含めてかかり
つけの歯科医を持って、子供たちに良い影響を与
えられるような「口腔の健康づくり」を考えてい
く必要がある。
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Ⅰ．はじめに

東京都生活文化局によると、都内私立学校に在
籍する児童生徒数は、約６２万人（平成２３年度）と
なっている。これを公立学校を含めた総数に占め
る割合でみると、高校（全日制・定時制）５５．９％、
高校（通信制）８８．１％、中学校２５．２％、小学校
４．５％、幼稚園９１．８％、特別支援学校２．０％、専修
学校９８．６％、各種学校１００％となっており、合計
では３８．８％の子供たちが私立学校に通っているこ
とになる。この割合は、他の道府県に比較して群
を抜いて大きく、言い換えれば私立学校は東京都
の学校教育に大きな貢献をしている。
私立学校は、公教育機関としての公立学校と変
わりなく公教育の一翼を担っており、憲法、教育
基本法及び学校教育法が適用される。教育行政上
は、公立学校が区市町村及び東京都教育委員会の
統一的な指導監督を受けるのに対して、私立学校
（大学等を除く）は都知事の所轄の下に教育活動
や運営に関して、設立者の建学の精神に基づき独
自性を発揮することができる。
従って、私立学校では、独自の生徒指導、課外
活動あるいは職業・技能教育などの様々な特色あ
る教育活動を行える半面、学校歯科保健教育に関
しては行政の管轄や個人情報保護などの理由で、
情報の共有がなされていなかったのが実情である。
公立学校と同様に私立学校においても、世界保
健機構（WHO）が推奨するヘルスプロモーショ
ンの考え方や歯科保健に関する情報を共有できな
いかと考えていた折、東京私立初等学校協会の協

力が得られ、平成２７年１０月に都内の全私立小学校
を対象に「学校歯科保健実態調査」のアンケート
を行うことが可能となった。
そこで、今回、私立小学校に対する学校歯科保
健実態調査から、今後の学校歯科保健活動の推進
に大変興味ある結果が得られたので報告する。

Ⅱ．調査の概要

１．調査の目的
東京都は他府県と異なり、児童・生徒の多くが
私立学校に通う地域であり、私立学校の独自性を
尊重しながらも、WHOが推奨するヘルスプロ
モーションの考え方や歯科保健に関する情報を公
立学校と同じように提供するために、都内全域に
おける児童・生徒の歯科保健の向上を目的に実施
した。

２．調査方法
往信復信の郵送調査とした。

３．調査内容（図１）

４．調査対象者
東京都内の私立小学校５４校（東京私立初等学校
協会加入数で養護学校を含む）の養護教諭、保健
委員会担当教諭、歯科校医（検診担当医）等

５．調査実施日
平成２７年１０月２７日～１２月１０日

学術報告

私立小学校に対する歯科保健実態調査

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一般社団法人東京都学校歯科医会

澤田 章司、長井 博昭、牧野 寛、後藤 有里、酒井 克典、髙橋 文夫、中村 卓志、
渡邉 実、箭本 治、奥野 圭子、長沼 善美、髙橋 裕幸、鈴木 博、末髙 英世、
小嶋 憲、石川 文一、吉田 慶造、川本 強
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図１ 調査内容
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３００人未満 ８（ ２１．１％）
３００人以上５００人未満 １３（ ３４．２％）
５００人以上７００人未満 ６（ １５．８％）
７００人以上 １０（ ２６．３％）
無回答 １（ ２．６％）

合 計 ３８（１００．０％）
平均値（人） ４８２．０
標準偏差 ２１８．８

男子 女子
１００人未満 １４（ ３６．８％） ８（ ２１．１％）
１００人以上２００人未満 ７（ １８．４％） ７（ １８．４％）
２００人以上４００人未満 １２（ ３１．６％） １１（ ２８．９％）
４００人以上 ３（ ７．９％） １０（ ２６．３％）
無回答 ２（ ５．３％） ２（ ５．３％）

合 計 ３８（１００．０％） ３８（１００．０％）
平均値（人） １９５．１ ２８０．８
標準偏差 １８９．２ ２１０．６

いる ２７（ ７１．１％）
いない １１（ ２８．９％）

合 計 ３８（１００．０％）

ある １０（ ２６．３％）
なし ２７（ ７１．１％）
無回答 １（ ２．６％）

合 計 ３８（１００．０％）

６．調査回収数
発送数：５４校
回収数：３８校
回収率：７０．４％

７．調査主体
一般社団法人 東京都学校歯科医会

Ⅲ．調査結果

１．学校について
１－１．児童数（全体）

１－２．児童数（男女別）

１－３．非常勤職員としての学校歯科医（歯科医
師）の有無

１－４．学校保健委員会の設置状況
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実施している １０（ ２６．３％）
実施していない ２２（ ５７．９％）
無回答 ６（ １５．８％）

合 計 ３８（１００．０％）

ある ３６（ ９４．７％）
なし ２（ ５．３％）

合 計 ３８（１００．０％）

している ２０（ ５２．６％）
していない １７（ ４４．７％）
無回答 １（ ２．６％）

合 計 ３８（１００．０％）

している ２０（ ５２．６％）
していない １８（ ４７．４％）

合 計 ３８（１００．０％）

１日 ２９（ ７６．３％）
２日 ８（ ２１．１％）
無回答 １（ ２．６％）

合 計 ３８（１００．０％）
平均値 １．２
標準偏差 ０．４

自校の学校歯科医が実施している ３１（ ８１．６％）
検診のみを委託している ７（ １８．４％）

合 計 ３８（１００．０％）

１－５．学校保健委員会の開催状況

２．学校歯科保健教育について
２－１．関心の有無

２－２．学校保健計画の策定状況

２－３．指導・講話など保健教育の実施状況

３．歯科健康診断について
３－１．年間実施日数

３－２．健康診断実施状況
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知っている ２２（ ５７．９％）
知らない １５（ ３９．５％）
無回答 １（ ２．６％）

合 計 ３８（１００．０％）

出している ３７（ ９７．４％）
出していない １（ ２．６％）

合 計 ３８（１００．０％）

している １０（ ２６．３％）
していない ２６（ ６８．４％）
無回答 ２（ ５．３％）

合 計 ３８（１００．０％）

している ２（ ５．３％）
していない ３６（ ９４．７％）

合 計 ３８（１００．０％）

地元の歯科医師会に依頼 ０（ ０．０％）
学校独自に依頼 ３３（１００．０％）

合 計 ３３（１００．０％）

１０年未満 ６（ ２７．３％）
１０年以上２０年未満 ７（ ３１．８％）
２０年以上 ９（ ４０．９％）

合 計 ２２（１００．０％）
平均値（年） １６．１
標準偏差 １０．６

３－３．平成２８年度より健康診断の基準が変更さ
れることの認知状況

３－４．健康診断結果のお知らせの提出状況

３－５．事後措置としての健康相談の実施

３－６．事後措置としての秋の健康診断の実施

４．学校歯科医（歯科医師）がいる場合
【以下の質問４－１～４－６までは、学校歯科医
がいる対象校が回答する質問項目のため、回答
があった者を対象に集計を実施した。そのた
め、合計（回答者数）の人数はそれぞれの質問
項目で異なる】

４－１．選任の方法

４－２．勤続年数
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年払い １４（ ５６．０％）
月払い ５（ ２０．０％）
日払い ３（ １２．０％）
児童数に応じて ０（ ０．０％）
その他 ３（ １２．０％）

合 計 ２５（１００．０％）

２０万円未満 ５（ ２９．４％）
２０万円以上５０万円未満 ７（ ４１．２％）
５０万円以上 ５（ ２９．４％）

合 計 １７（１００．０％）
平均値（円） ３９９５０５．９
標準偏差 ４２８２６６．１

子供の事故等に直ぐ対応できる距離 ２０（ ６４．５％）
遠方 １１（ ３５．５％）

合 計 ３１（１００．０％）

している ８（ ５３．３％）
していない ７（ ４６．７％）

合 計 １５（１００．０％）

希望する ３７（ ９７．４％）
希望しない ０（ ０．０％）
無回答 １（ ２．６％）

合 計 ３８（１００．０％）

４－３．報酬について

４－４．報酬額区分

４－５．学校歯科医の診療所の距離

４－６．東京都学校歯科医会への入会状況

５．当会からの歯科保健に関係する情報提供につ
いて
５－１．文部科学省からの健康診断の変更などが
あった場合、当会からの情報提供について
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６．歯科保健で困ったことや、東京都学校歯科医
会が協力できること（自由記載）
１）歯・口腔健康診断票「歯列・咬合」矯正中は
「２」と記入する。→現在の書類変更時、都担
当歯科医より私学研修会で指導がありました。
今後（Ｈ２８～）矯正中は「１」に丸印を記入し
ていけばよろしいのでしょうか。
２）シーラントに関して、現在むし歯の処置も白
い材質のもので治療されていることが多い。昨
年むし歯で治療をしたが、今年は健全歯と記入
されている時は、統計上は、健全歯として計算
してもよいのでしょうか（昨年の事後措置に処
置（治療）をしたと記入されている場合も、ど
んな材質で治療しているかは不明）。書類の記
入の訂正はする必要があるのでしょうか。
３）年度により処置ありと記入されているところ
が、次年度健全歯、翌々年度処置歯と記入され
ている時も統計上どうしたらよいでしょうか。
４）７００人の児童の歯科検診をDr１人、養教１人
で行っています。前勤めていた国立小学校は記
録を歯科衛生士志望の学生さんが来てくれまし
た。又、歯科の保健指導もその学生さんたちが
やってくれました（医科歯科大が学校医だった
ので）。学校現場を知りたい、学びたいという
学生さんと連携方法があれば検討したいです。
よろしくお願いします。
５）学校でおこりやすい歯の事故についての講演
会を開催していただきたいです。
６）今後共よろしくお願いいたします。
７）小規模の特別支援学校の為、日常的に保護者
と児童の体調等（歯の状態も含めて）について
の情報交換をしている。検診結果については、
検診時に保護者へ口頭で（付き添いしているの
で）行っている。
８）他の私学の歯科保健活動はどうされているの
か知りたいです。歯科医会の先生方が、子ども
や教員へ向けて講演や研修会などを行っている
ようでしたら是非情報を知りたいです。

Ⅳ．調査結果より

東京都内の私立小学校全５４校に歯科保健実態調
査を行ったところ、３８校からの回収（回収率７０．４
％）があり、様々な実態が以下のように確認でき
た。
①児童数の平均は、４８２人であった。
②男女別平均児童数は、男子１９５．１人、女子２８０．８
人であった。
③非常勤職員として学校歯科医がいる割合は、
７１．１％であった。
④東京都学校歯科医会に入会している割合は、
５３．３％であった。
⑤学校保健委員会の設置割合は、２６．３％であっ
た。東京都学校歯科医会への入会率が低いため
に情報共有がなされていないことが要因ではな
いかと推察する。
⑥学校保健委員会の開催割合は、２６．３％であっ
た。学校保健委員会を設置している学校は全て
開催もされていた。
⑦学校歯科保健教育に関心がある割合は、９４．７％
であった。
⑧学校保健計画の策定割合は、５２．６％であった。
⑨指導・講話など保健教育の実施割合は、５２．６％
と学校保健計画の策定割合と同じであった。学
校保健計画を策定している学校では保健教育も
実施されていた。
⑩歯科健康診断の年間実施日数は、１日が７６．３％
であった。
⑪歯科健康診断を委託している割合は、１８．４％で
あった。
⑫平成２８年度より健康診断基準が変更されること
の認知度は、５７．９％であった。
⑬健康診断の結果のお知らせは９７．４％が実施して
おり、実施していないのは１校のみであった。
⑭事後措置としての健康相談の実施割合は、２６．３
％であった。
⑮事後措置としての秋の健康診断の実施は、５．３
％であった。
⑯学校歯科医の選任方法は、全ての学校で歯科医
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師会を通さず、学校独自に依頼していた。
⑰学校歯科医の勤務年数の平均は、１６．１年であっ
た。２０年以上が４０．９％と高かった。
⑱学校歯科医への報酬の平均は、約４０万円であっ
た。
⑲学校歯科医の診療所の距離は、学校独自で依頼
している関係で３５．５％が遠方であった。
⑳東京都学校歯科医会から情報提供を希望する割
合は、９７．４％であった。

今回実施した都内私立小学校に対する歯科保健
実態調査により、公立学校と私立小学校との差異
を初めて明確に把握することができた。
また、自由記載からは、養護教諭の現場での苦
労が垣間見られた。

Ⅴ．おわりに

日本国憲法第二十六条には、「すべて国民は、
法律の定めるところにより、その能力に応じて、
ひとしく教育を受ける権利を有する。」とある。
いわゆる教育を受ける権利についての保障である
が、公立・私立の分け隔てなく全ての子供たちが
歯科保健教育を受ける機会を、私たちが提供でき
るように整備して行くことが大切ではないかと考
える。
今後は、東京都学校歯科医会から情報提供を充
実させて、私立学校における歯科保健活動に貢献
したい。
これらの実現により、全ての子供たちの最終目
標である『子供たちが自分の健康は自分でつくり
生涯を通して“生きる力”を育む』ことが達成で
きるものと確信する。
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１．活動のねらい
⑴ 学校の現状と重点課題
本校のう歯罹患率は他の地域と同等である
が、う歯がある児童が少ないにもかかわら
ず、罹患率が低くならないのは一人当たりの
本数が多いからである。
う歯は生活習慣病と言われるように、日々
の生活において歯のカルシウムを溶かした
り、歯周疾患を引き起こしたりしている。う
歯が多い児童について観察してみると、朝食
の欠食、遅刻が多い、忘れ物が多い等の共通
点がみられる場合がある。児童自身が歯の大
切さや衛生について理解し、自ら実践できる
ようにしたい。
また、肥満度４０％以上の児童の割合が、男
子５．３％、女子２％であり、肥満予防に向け
ても、歯科指導の中で「糖分」や「噛む」こ
とについて指導している。

⑵ 活動のねらい
歯科保健の目標を「歯・口の健康づくりを
通して、生涯にわたる健康づくりに自律的に
取り組むための基礎を培う」とし、短期目標
を「むし歯や歯周疾患の成り立ちと予防につ
いて理解する」としている。そして長期目標
として「歯科保健を通じて児童の健康観を高
め、問題解決できる児童を育てる」として取
り組んでいる。児童の健康意識の向上をねら
うとともに、口腔環境の向上、さらに保護者
の健康的な生活への意識の向上を目指す。

２．計画と実践の状況
⑴ 全体及び年間指導計画（資料１参照）

⑵ 活動内容（資料１・２参照）

⑶ 児童会・生徒会の活動
「保健給食委員会」が中心となり、毎日の
給食放送やフッ素洗口の放送の実施、フッ素
水液の配布、歯みがきポスターの作成、歯の
集会の実施、「歯にいいおやつ」の調理実習
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歯科保健活動から取り組む健康づくり
台東区立東浅草小学校
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
主任養護教諭 菊 池 えり子
学校歯科医 久 保 和 彦

資料１
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を行うなど、児
童同士の高め合
いを目指してい
る。

⑷ 家庭・関係機関との連携
•PTA総会で、学校歯科医による講話を実
施。
•学校歯科医によるフッ素洗口指導、学校薬
剤師によるフッ素の分包と指示。
•「歯の健康ノート」による保護者との連
携。
•健診後の「結果のお知らせ」に学校歯科医
による説明補助を添付。（資料３参照）

資料２

資料３
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•給食に「かむかむデー」を設定し、給食便
りでの啓発。
•歯科保健指導の事後たよりを配布し、家庭
との共通認識を図る。（資料４参照）

資料４
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３．成果と課題
⑴ 成果
今年度の６年生のう歯の状況を見ると、う
歯のない者の率は４年時に２５％、５年時３４．１
％、６年時４５．６％と永久歯への生え変わりと
ともに増加している。成長するにつれ、児童
自身が自分の口腔内の衛生状態を意識するよ
うになったことと、歯みがきの技術の向上に
より、清潔を保つことができるようになった
と思われる。
また、６年生の虫歯抑制率（※）は、フッ
素洗口開始前の平成１８年度６年生と昨年度の
６年生と比べて、７７．３％となっている。（資
料５参照）

⑵ 今後の課題と対策
一方、う歯の本数（乳歯及び永久歯）は３
年時２３本、４年時３２本、５年時１６本、６年時
２４本と減少してきているとは言えない。う歯
が多い児童への働きかけが必要と思われる。
そこで、２回の健診で、連続してう歯がある
児童については、適切な治療や指導が行われ
ていないとし、フッ素洗口後の昼休みに保健
室で学校歯科医によるブラッシング指導を
行った。しかし、家庭での協力が難しい場合
は、なかなか成果がみられず、特に休日や長
期休業中のブラッシングが課題となってい
る。

※虫歯抑制率…フッ化物の応用を実施している学校や地域で、予防効果（抑制率）を判定する一般的な方法と
して同じ学校内で、フッ化物応用実施前と実施後何年か経過してから比較する方法があります。

F 応用実施前のDMFT（２．２９） － F応用実施後のDMFT（０．５２）
F応用実施前のDMFT（２．２９）

×１００＝７７．３％

フッ素洗口 全学年開
DMFT 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年
平成１１年度入学
平成１２年度入学
平成１３年度入学 ２．２９
平成１４年度入学 ０．９７ １．３４
平成１５年度入学 １．３２ １．７１ １．５
平成１６年度入学 ０．９１ １．１５ １．１５ １．１７
平成１７年度入学 ０．８７ １．１８ １．９３ ２．０７ ２．３９
平成１８年度入学 ０．１３ ０．８８ １．２５ ０．５３ １ １．９５
平成１９年度入学 ０．１ ０．８１ ０．４５ ０．７５ １．１８ １．０５
平成２０年度入学 ０．０３ ０．３１ ０．６３ １．１７ １．４９ ０．７８
平成２１年度入学 ０．１３ ０．５３ ０．９３ ０．８４ ０．６８ ０．５２
平成２２年度入学 ０．１５ １．１４ １．２７ ０．８３ ０．９１
平成２３年度入学 ０．２１ ０．９５ ０．２８ ０．５４
平成２４年度入学 ０．２ ０．１４ ０．３
平成２５年度入学 ０．０６ ０．２３
平成２６年度入学 ０．０２

資料５

６学年値
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１．はじめに
都立学校では、教育復興基本計画として東京都
教育ビジョン（第３次）を現在実施している。そ
の中で重要な施策として「健康づくりの推進」が
あげられており、「都立学校における健康づくり
推進計画」を策定している。この計画の中には
「歯・口の健康づくりの推進」も主要施策に取り
込まれている。
本校は平成２４年２５年度と一般社団法人東京都学
校歯科医会より東京都学校歯科保健推進校支援事
業の選定校の委嘱を受け、さまざまなご助言をい
ただいた。そして平成２５年度一般社団法人日本学
校歯科医会より全日本学校歯科保健優良校表彰優
秀校をいただくことができた。

２．学校の概要
本校は、周囲を国立スポーツ科学センターや味
の素フィールド西が丘（国立西が丘サッカー
場）、ナショナルトレーニングセンター、赤羽自
然観察公園、区立中学校などの素晴らしい施設に
囲まれた、商業科６クラスの専門高校である。生
徒数５８０名、平成２４年度創立５０周年を迎えた。社
会で活躍できる人材を育成するため生徒に自信と
誇りを持たせる指導に力を入れている。また、恵
まれた地域環境を生かして、インターンシップや
奉仕体験活動、国立スポーツ科学センターとの連
携授業など、地域に愛される学校を目指して様々
な取り組みを行っている。

３．本校の歯科保健活動の目標
前述したとおり、歯科保健推進校を委嘱されて
いたため、「東京都学校歯科医会の歯科保健推進
校として全校挙げて、歯科に対する意識づけをし
よう」という目標で活動を行った。
本校の取り組みは、生徒保健委員会の活動を軸
として、多角的に生徒にアプローチしていくこと
を目標としている。ブラッシング指導、口臭予
防、喫煙の健康への害等生徒の興味がわく内容を
選び、「早起き・早寝・朝ごはん」を結びつけ
た。

４．本校の活動内容
４月の定期健康診断では、臨時歯科医師３名と
事前に詳しく健康診断時のポイントの打ち合わせ
を行い、迅速かつ丁寧に生徒に対応した健康診断
を行い、各生徒の口腔内に問題点がある場合は
個々に対応した指導・アドバイスをしている。当
日は歯科衛生士３名で記録にあたっている。
４月もしくは５月には学校歯科医による保健講
話で「早起き・早寝・朝ごはん」や口臭、歯の健
康が全身に与える影響などを１年生対象に講演し
ている。
７月には毎年食育アンケートを全校生徒に実施
し、その結果を踏まえて、２学期には保健だより
や奉仕の授業、生徒保健委員会による文化祭の催
しを行っている。３学期は北区食育フェアでボラ
ンティア活動をしている。
本校では、教育目標を踏まえ、多角的なアプ
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多角的なアプローチによる歯科保健活動
～食育を中心に～

東京都立赤羽商業高等学校
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
主幹教諭（養護） 豊 永 祐 里
学校歯科医 中 村 卓 志
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ローチを通して生徒に食育や歯の健康について考
える『場』を提供している。また、押し付けでは
なく自然に「食育」や「生きる力」が身につくこ
とを目標としている。

６．具体的な取組み
○歯科医の保健講話
学校歯科医の中村先生は地域の都立学校、北区
の活動など多方面でご活躍されている。本校でも
毎年４月、５月に１年生向けに講演をしていただ
いている。
講演は１時間『喫煙と歯科の安全と口臭につい
て』の講演であり、口臭や歯科の話から始まり、
「早起き・早寝・朝ごはん」などの生活習慣、歯
科医からみたたばこの話、スポーツ障害（マウス
ピースの着用の推進）など多岐にわたっている。

○平成２４年度「あなたの歯大丈夫？」
生徒保健委員会が文化祭で「あなたの歯大丈
夫？」というブースを開いた。
１年生は、正しい歯磨きの仕方について、２年
生は食育アンケートの結果について、３年生は「ひ
みこの歯がいーぜ」を調べかむことの効能につい
て調べた。歯のことだけでなく、食育やかむこと
の大切さなどもわかるようなブースになってい
る。また、生徒保健委員が一般の方に「かむかむ
ガム」を体験してもらうコーナーを設けたり、歯
についての○×クイズの用紙も用意した。

平成２６年度

30 平成２８年３月●東京都学校歯科医会会誌〈第７９号〉



○平成２５～２７年度『お弁当コンクール』
平成２５年度からは、２４年度の活動を踏まえて、
より食に対するアプローチをしていくために、『お
弁当コンクール』を実施している。商業高校ゆえ
卒業後すぐに社会へでる生徒も多いため、自らの
健康を考える姿勢を身につけさせることを目的と
している。
① 『お弁当コンクール』の写真撮影
９月号の保健だよりを使用し、各クラスで
生徒保健委員が『お弁当コンクール』の説明
を行った。その後、決められた日程によっ
て、昼休みに自分のクラスへ行き、写真を
撮って良いか承諾をとったあと、美味しそう
だと思ったお弁当を撮影した。

② 文化祭で発表
１０月は、弁当の写真と食育アンケートの結
果を模造紙に作成し、その後生徒保健委員会
で、コンクールの金賞・銀賞・銅賞を決めた。
また、文化祭では、生徒保健委員会委員長
と副委員長が司会をしながら、『お弁当コン
クール』についての説明とコンクールの金
賞・銀賞・銅賞の発表を舞台発表した。その
ほか朝食の未摂取と口臭の関係について演劇
部による寸劇を行った。
展示の日には『お弁当コンクール』という
テーマにてブース（教室）を開いた。「正し
い歯みがき」「歯周病」「かむことの効能」の
模造紙を展示し、来場者に対し、「かむかむ
ガム」テストを行った。

○北区食育フェアへの参加
今年度で７回目の参加である。最初の頃は「早

＜かむかむガムの実践＞

＜抽選会場でのお手伝い＞

＜２５年度 金賞＞

＜２６年度 おいし賞＞

＜２７年度 旬の料理で賞＞
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起き・早寝・朝ごはん」のポスターを生徒保健委
員が作成し、会場に飾った。ここ数年は、文化祭
で使用した展示物などを再利用している。当日は
抽選会場の手伝いや着ぐるみを着用し、小さい子
供の相手などを行う。抽選会場が空いている時間
に他のブースを見学・体験し、食育についての知
識を深めている。

○歯医者さんからのお便り・保健だより
学校歯科医より、年に何回か保健だよりとは別
に「歯医者さんからのお便り」の原稿を頂き全校
生徒に配布している。むし歯についての原稿だけ
でなく、食育につながる内容のお便りも発行して
いる。
保健だよりでは、食育アンケートの結果だけで
なく、レシピを載せたり、食について興味を持て

るような内容にしている。

○奉仕の授業（総合の時間）『健康増進活動』
１年生を対象に、WHOの健康の定義やマズ
ローの欲求段階説を使い、奉仕について考えるに
は、まず自分の健康を整えることが必要であると
話す。また、食育アンケート結果を使い、普段の
生活を振り返ることや食事の大切さ、自分のBMI
等の保健管理、身近な歯を題材に、保健指導をし
ている。
鏡を使い、こっそりと自分の歯をのぞく生徒が
多い。

７．おわりに
高校生という思春期で口の中を見せたがらない
時期の生徒に対し、『お弁当コンクール』や文化
祭での発表、喫煙の害と影響・口臭予防指導等、
多角的な方面からアプローチすることにより、興
味を持たせ、歯科保健活動をおこなった。
最初は推進校として委嘱を受けたことが取組み
の始まりであったが、取組みの中で子ども達の活
き活きした表情が見えるようになり、保健活動に
力を入れることの大切さを実感した。
これからも多くの機会や場を設けて、生徒の『生
きる力』をはぐくむ努力をしていきたい。
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１．はじめに
本園は、東京都府中市の南東側にあり、昭和５１
年、市内で３番目の市立幼稚園として誕生した。
幼稚園の南側を流れる多摩川の河川敷までは約６０
mと自然豊かな小柳公園が隣接する静かな住宅
地の中にある。園庭や園の畑も広く、じゃがい
も・トマト・キュウリ・大根等の季節野菜の栽培
と調理体験を通して食育への関心を高めている。
学級数は年少組２クラス・年長組２クラスの４
クラスで構成されており、平成２７年度は、年少組
３９名、年長組４０名、合計７９名の園児が元気に園生
活を送っている。職員数は１４名、園長は小柳小学
校校長と兼任である。
学校歯科保健活動は平成２１年・２２年度より日本
学校歯科医会の「生活習慣病予防等を目指した
歯・口の健康つくり調査研究事業」を受けて取り
組み始め、今日まで続いている。

２．活動主題
教育目標は「げんきな子」「やさしい子」「がん
ばる子」を掲げている。その中からの「げんきな
子」を「よく噛みよく食べ 元気な子」ととら
え、歯・口の健康つくりの視点から日常の実態と
課題を把握し、園児の歯・口の健康を中心とした
取り組みを進めてきた。
⑴ 噛むことへの意識を高める
⑵ 「食と健康な体の関係」の理解を深める

⑶ 歯みがきの習慣を定着させる
⑷ 保護者との連携・職員間の連携を強める

３．実施した主な活動
⑴ 園歯科医による親子歯科健康診断等
①親子歯科健康診断
歯科健康診断においては１学期２学期と年
２回保護者参加を基本とした親子歯科健康診
断を実施している。
園児の歯の様子を保護者にも見てもらい歯
科医が直接指導できるように努めた。
親子歯科健康診断は２階の遊戯室にて２組
同時に行っているが、スムーズに流れ保護者
にもわかりやすく、プライバシー保護を守る
仕切りを各所に設けるなど、落ち着いて健康
診断が受けれる方法とし、試行錯誤の結果現
在のやり方が定着した。

研究発表

平成２６・２７年度 東京都学校歯科保健推進校（園）支援事業

幼稚園においての学校歯科保健活動
の取り組みについて

府中市立小柳幼稚園
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

主 任 新 井 尚 子
養護教諭 渡 邉 貴 子
園歯科医 石 井 修
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②歯科講話会・歯科相談
平成２１年・２２年度「生活習慣病予防等を目
指した歯・口の健康つくり調査研究事業」時
は、保護者への啓発を積極的に行うため、講
話会と相談会を行っていたが、親子歯科健康
診断時に保護者が歯科医より直接話が聞ける
と言うことで年２回の間に歯科講話会を行う
ようにした。
健康診断前後にアンケートを取ったとこ
ろ、保護者から「定期的に健康診断を受けて
いるのに、幼稚園での親子健康診断を受けな
ければならない必要性はあるのか？」「乳歯
は虫歯でもいずれ抜けてしまうから治療はし
なくても良いのではないか？」等、保護者の
歯に対する知識に差があり、歯・口への関心
や食育に対する意識改革も含め、専門的分野
から直接話を聞ける場を設けることとした。
以上の取り組みで保護者の意識が高まり、

１００％の歯科受診率を獲得した。

⑵ 歯科衛生士による歯みがき指導
府中市福祉保健部健康推進課の歯科衛生士

は、市内の幼稚園や保育園で巡回歯科指導を
している。
原則として１園年１回であるが、本事業の
ため平成２１・２２年度は年３回（１学期は親子
対象、２・３学期は園児のみ対象で各１回）
実施した。
１学期の親子対象の歯みがき指導の際は仕
上げみがきの仕方を中心に、２・３学期の園
児対象の歯みがき指導の際は園児一人一人の
歯のみがき方が上達するように、実際に歯ブ
ラシを動かしながら歯科衛生士から指導を受
けた。現在も継続中。
⑶ 栄養・食育指導
本園には給食がなく、園児は家から弁当を
持参しているため、園児全員で同じ物を食べ
るという機会は少ないが、次のような工夫を
し、園児・保護者へ啓発した。

①お弁当参観及び栄養指導
４歳児の保護者は毎日の弁当のおかずや量
をどうするかで悩むことがあるようなので、
毎年５月に「お弁当参観」の日を設け、保護
者に他の園児の弁当を見てもらっている。お
弁当参観日には栄養士も参観し、参観終了後
に保護者を対象とした講演会を設け、栄養バ
ランスの良いおかずを手間なく作るヒントや
子どもがよく噛まないと食べられないおかず
の例等を示した。
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②カミカミおかずデー
毎月１回「カミカミおかずデー」を設定し
噛み応えのあるおかずを最低１品弁当に入れ
るよう、保護者に協力してもらっている。最
初のカミカミおかずデーには栄養士が参観
し、保護者にカミカミおかずについて助言を
した。
おかずは小魚・めざし・金平ごぼう・レン
コンなど噛みごたえのあるおかずが増えた。
また、栄養士からの助言でキュウリや人参も
大きさを変えることで噛む回数が多くなり、
カミカミおかずになる。
③誕生会のおやつを改善
毎月１回、園児の誕生会を開いている。そ
の月に生まれた園児の保護者も参加する。以
前は甘いおやつが多かったが、野菜スティッ
クやせんべい、小魚等噛み応えのある物と
クッキー等甘い物を組み合わせるようにし
た。
⑷ 野菜栽培・収穫・試食
①トマト・キュウリ・ナス・ピーマン・トウ
モロコシ・大根・じゃがいも

サツマイモ・小松菜・ホウレンソウ・ブ
ロッコリー・米・ラディッシュ
絹さやインゲン・柿・梅・つるなしインゲ
ン・ゆすらうめ・しその葉など
種または苗から栽培し収穫、試食する。野
菜を生で食べたり、ゆでたり、炒めたり調理
をして食する経験をした。
②トマト・キュウリ・ピーマン・大根・小松
菜などは生で食べた。
③つるなしインゲンは年長組・ラディッシュ
は年少組（１園児１鉢を親子で栽培・収穫
する。）
④カレー会食（４歳児が３月に種芋を植え手
入れをし、５歳児進級後７月に収穫。職員
が蒸し、園児が調理（カレー）し、４歳児
を招待する形式で、全園児により会食をす
る。
⑤小松菜は、柔らかめの若い部分を生で食
べ、大きく育ったところを炒めたり、湯が
いたりして三種類、味わう。

誕生会月別おやつメニュー
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⑸ 歯・口の健康つくり（学校歯科保健活動）
の保健指導
毎年度、養護教諭と新人の教諭で歯・口の
健康つくりについて、子ども向けに歯・口の
健康を考え、噛むことの大切さをわかりやす
く指導する方法を考え、実施した。

４．成 果
⑴ むし歯がある園児の歯科医院受診率が１００
％になった
平成２２年２学期の親子歯科健康診断後は、
むし歯のある園児全員が歯科医院を受診し
た。全部の歯がむし歯でありながらなかなか
歯科医院へ連れて行ってもらえなかった園児
が、職員及び園歯科医の努力により、歯科医
院へ通院できるようになったことは特筆すべ
きである。もちろん現在も１００％が継続され
ている。

⑵ 園児・保護者・職員の歯・口の健康意識が
高まった
①歯科健康診断日の朝にむし歯の多い園児の
保護者から欠席させる旨の電話連絡があっ

ても、欠席の理由等を細かく聞くように
し、体調が悪くなければ出席するよう促し
た。園歯科医が健康診断後、直接保護者に
歯の重要性・乳歯のむし歯は永久歯に影響
すること等を説明したことにより意識は高
まったと思われる。
②保護者が講話会を聞いたり、健康診断・講
話会・歯科相談会前のアンケートに回答し
たりすることにより、子どもの歯の状態を
意識してみるようになったとの話が聞かれ
た。
③親子歯科健康診断の際に仕切りを増やした
ことにより、他の保護者を意識することな
く安心して相談できたとの声を聞くことが
できた。

⑶ 園児の歯みがき技術が上達した
歯科衛生士による歯みがき指導を１学期に
１回（平成２１年度４歳児であった園児は計６
回）受けたことにより、他幼稚園・保育園児
よりも格段に歯みがきが上達したと歯科衛生
士から評価された。
歯みがきを率先して園児が行う事も評価
（出来ているか、出来ていないかよりも、や
ろうとする心がけの意識が高い）された。

⑷ 苦手だった野菜も食べられるようになった
①トマトやキュウリは収穫後、洗ってすぐに
食べられる。一人が食べて「美味しい！」
というと次々と手が伸び、野菜嫌いのはず
の園児もにこにこしながらおいしそうに食
べていた。
②ダイコンやホウレンソウなどの間引きした
若い菜は、とても苦味があるが、取りたて
新鮮なため、子ども達は喜んで食すように
なった。

⑸ 弁当の中身が変わった
①以前は子どもの好みのおかずばかりが入っ
たバランスの偏った弁当があったが、カミ

36 平成２８年３月●東京都学校歯科医会会誌〈第７９号〉



カミおかずデーを設けるようになってから
はいろいろな食材が入り、栄養的にも優れ
た弁当が多くなった。保護者からも、幼児
は好まないだろうと思っていたおかずを弁
当に入れてみたら好評で、定番おかずに
なったという声が聞かれた。
②カミカミおかずデーを設けるようになって
から、それ以外の日でも冷凍食品とわかる
おかずが激減した。

５．まとめ
⑴ 親の意識

親子健康診断の実施によって子どもの口
腔の情報がすぐにわかることで、口腔ケア
の意識を著しく高めることができた。

⑵ 子どもの意識
親子歯科健康診断によって自分の現状を
知ることで、自分で口腔ケアをしようとす
る、自立の意識が高まった。

⑶ 幼稚園の意識
園児、親の意識が高まる中それをどのよ
うによりよく、具現化することが出来るか
を教師同士で考えるようになった。

⑷ 園歯科医の意識
今までの経過を踏まえて、更に、意識の
継続ができるような方法を工夫し、幼稚園
全体に適切に伝えていけるかを考察、説明
できるように努力するようになった。

６．課 題
⑴ 園児はいずれ親から自立していく。それま
でに自分一人で口腔ケアができるようにする
ことが本来の目標である。幼稚園の役割とし
ては、生活習慣として歯みがきを定着させる
ことが、大切であると考えている。

⑵ ここで経験した子ども達が幼稚園を卒園
し、研究を始めてからは約７年の歳月が経過
している。その園児達の、う蝕罹患率や口腔
ケア状況の追跡調査が出来れば、良いと考え
る。

平成２８年３月●東京都学校歯科医会会誌〈第７９号〉 37



１．はじめに
町田市は、アニメ映画「平成たぬき合戦ぽんぽ
こ」で有名な多摩丘陵に隣接する東京都南部にあ
る。人口は約４３万人で、高齢化の進む地区もある
一方で若い世代の流入も進んでいるが、全体の児
童生徒数は微減の傾向にある。

２．本校の概要と歯科疾患状況
本校は、自然豊かで閑静な住宅街の中にあり、
生徒数５１４名、１５学級の中規模校である。学校保
健の目標は「基本的な生活習慣を身につける。人
とかかわる心地良さを味わう。歯と口の健康に関
心を持つ」こととして、自ら進んで健康的な学校
生活が送れるよう指導している。
歯科疾患の状況は、学区の小学校の歯科校医の
熱心さもあり、本校のDF歯数は数年来１．０を
切っており、平成２６・２７年度は０．６と優良な結果
となっている。むし歯のない生徒の率も、全体で
約７５％と学年が進んでも歯の健康は維持されてい
る。昨年からの傾向として、CO・GOが微増傾
向にあり、生徒に注意を呼びかけている。

研究発表

平成２６・２７年度 東京都学校歯科保健推進校（園）支援事業

自ら「歯と口の健康」を守る意識改革
～生徒参加型の歯科講話と歯みがき習慣を通して～

東京都町田市立小山田中学校
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
養 護 教 諭 三 瓶 法 子
学校歯科医 澤 正 宏
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３．歯科保健活動の取り組み
１）歯科健康診断時の啓発
春期定期歯科健康診断の際は、受診前に養
護教諭がクラスごとに、健康診断の目的や
CO・GOの説明、検診の手順などのミニ指
導をしている。健康診断結果は速やかに分析
し、「本年度の傾向としてCOが増加傾向」
などをグラフに示して、保健室前に大きく掲
示し、生徒に注意を促している。１２月の臨時
歯科健康診断の際は、受診を待つ間、歯科講
話のスライドを印刷したパネルを掲示して、
受診前に自分の口の健康を守る意識を高めて
いる。

２）歯みがき習慣の実施
６月の「歯の衛生週間」１１月の「いい歯の
日」に、保健たよりで歯ブラシの方法を掲載
し、昼食後の「歯みがき習慣」を実施してい
る。生徒保健委員会では、生徒が男女別のイ
ラストを描いてポスターを作製し、保健委員
が率先して行うよう、学校歯科医との話し合
いが行われた。歯みがき習慣開始当日は、朝
礼で保健委員長が宣言し、担任教諭も協力し
て熱心に取り組んでいる。

３）学校歯科医による講話
１２月に行われる臨時歯科健康診断は、永久
歯列がほぼ完成する１年生に対し、学校歯科
医が体育館でまず「歯科講話」を行う。内容
は、食育に関しては、自分の身体は毎日の食
べ物で出来ていることから、大切な食べ物を
しっかり考えることから始まり、だらだら喰
いがなぜ悪いか、むし歯や歯肉炎の話、歯列
や顎関節の話と続き、最後に８０２０を達成した
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おばあちゃんと、健康的な笑顔のスポーツ選
手の画像で締めくくる。昨年度より、保健委
員の生徒が、講話中のクイズにお手製のプラ
カードを持って参加、生徒の興味をより一層
引く結果となった。

４）歯科衛生士による個別歯ブラシ指導
臨時歯科健康診断では、事前に生徒が自宅
で染め出をする。磨き残しと感想（保護者も
参加）を記入したカードを持ち、学校歯科医
が健康診断中に当日の歯みがき状態をチェッ
クする。磨き残しがある生徒に対して、「歯
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科衛生士による個別歯ブラシ指導」がカーテ
ンで仕切られた個室で実施される。３名の歯
科衛生士が生徒の歯肉の状態や磨きくせを把
握し、一人一人に適切な指導をしている。中
学生の羞恥心を考慮し、積極的に質問ができ
たり、指導を受けられたりするように考慮し
た。

５）保健たよりの活用
歯科健康診断後、その結果を生徒に周知さ
せることは、事後処置において重要なことで
ある。定期・臨時歯科健康診断後には、結果
を保健室前に掲示するとともに「保健たよ
り」で生徒・保護者に知らせている。健康診
断結果以外に、歯ブラシ方法の他、生徒の興
味を引くよう、スポーツ選手など有名人は、
みなさん歯がきれいなことを示し、将来どの
職業に就くにせよ「健康的なきれいな歯」は
魅力的であることを、見た目が気になり始め
る敏感な中学生に訴える「保健たより」も発
行した。

６）生徒保健委員会での取り組み
歯みがき習慣では、積極的にポスターや宣
誓文作りに参画し、放課後遅くまで熱心にか
つ楽しそうに取り組んでいた。作製したポス
ターは各クラスに掲示され、保健委員が率先
して昼食後の歯みがきを実践した。歯科講話
でのクイズ回答プラカードも、装飾を考え工

夫を凝らしていた。本校では生徒が自主的に
各種委員に立候補するが、保健委員会は人気
の委員となっている。

７）学校保健委員会の充実
本校では毎年学校保健委員会が開催されて
いる。東京都学校歯科保健推進指定校にな
り、教職員、保護者にもさらに一層、生徒の
「歯と口の健康」に留意するよう話し合われ
た。内科の校医による「食物アレルギー」に
関して「エピペンの使用法」などの実技講
習、学校薬剤師による、教室内の環境につい
ての話など、学校保健委員会はかなり充実し
た内容となっている。

４．取り組みの成果と課題
生徒は自分達の歯と口の健康が大事なことを実
感してきている。中学生になって、自分の健康を
自分で増進することに意識が推移するよう、今後
は、学校歯科医の助言を受けながら、教職員だけ
でなく保護者も含め一丸となって進めていきた
い。生徒学校保健委員会も、自主的に活発な活動
が出来るよう、課題提起と実践できる力を養って
いきたい。「歯と口の健康」に関しては、今の良
い状態を維持することに加え、CO・GOが微増
傾向にあることには注意喚起し、さらに歯と口の
健康が維持できるよう、歯科保健活動の充実に向
けて指導していきたい。
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平成２７年度全日本学校歯科保健優良校表彰受賞校 （順不同・敬称略）

学 校 名 学 校 長 名 住 所

◎ 府 中 市 立 小 柳 幼 稚 園 関 修 一 〒１８３－００１３ 府中市小柳町６－２３

港 区 立 御 成 門 小 学 校 松 浦 正 和 〒１０５－００１１ 港区芝公園３－２－４

豊 島 区 立 千 早 小 学 校 大 関 房 代 〒１７１－００４４ 豊島区千早３－３３－５

荒 川 区 立 瑞 光 小 学 校 大 橋 昭 彦 〒１１６－０００３ 荒川区南千住１－５１－１

〇 町 田 市 立 小 山 田 中 学 校 石 田 匡 志 〒１９４－０２０４ 町田市立小山田桜台１－１２

東京都立小金井特別支援学校 坂 口 昇 平 〒１８５－００２４ 国分寺市泉町２－２－９

◎優秀賞（文部科学大臣賞）

○日本学校歯科医会会長賞

42 平成２８年３月●東京都学校歯科医会会誌〈第７９号〉



平成２７年度東京都学校歯科保健功労者表彰者

（順不同・敬称略）

本 村 志 磨 品川区立小中一貫校八潮学園主幹養護教諭

山 本 康 子 荒川区立第三中学校主幹養護教諭

山 下 博 一 大島町立第三中学校校長

田 中 かの江 あきる野市立五日市中学校主幹養護教諭

新宿区立戸塚第三小学校

東京都立石神井特別支援学校
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平成２７年度３０年勤続表彰者 （順不同・敬称略）

氏 名 地 区 氏 名 地 区

本 内 充 雄 足 立 助 川 滋 板 橋

津 田 義 夫 江 東 中 田 郁 平 練 馬

薄 井 要 治 江 東 渡 邊 享 練 馬

安 斎 平 治 葛 飾 麻 沼 惠 西 多 摩

増 喜 禮 義 中 野 沖 倉 功 西 多 摩

立 花 司 中 野 布 田 博 西 多 摩

湯 浅 庸 子 世 田 谷 山 﨑 文 子 西 多 摩

上 野 秀 夫 北 市 川 和 博 八 王 子

武 田 久 慶 北 河 西 宗一郎 八 王 子

大 谷 一 好 北 長 野 治 孝 八 王 子

新 井 洋 北 寺 村 豊 通 昭 島 市

市 川 豊 板 橋
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平成２７年度受賞者 （順不同・敬称略）

◎ 叙 勲
浮 地 文 夫（八 王 子） 旭日双光章（春）

渡 邉 洋 夫（江 東） 旭日双光章（秋）

◎ 東京都功労者表彰（都知事表彰）
酒 井 克 典（府 中） 久 保 和 彦（浅 草）

中 山 行 雄（豊 島） 森 山 憲 一（練 馬）

◎ 東京都教育委員会表彰
福 澤 洋 一（港 区 芝） 楯 野 英 實（下 谷）

今 村 里千矢（浅 草） 奥 野 圭 子（足 立）

馬 越 章 夫（足 立） 室 伏 聡（江 東）

飯 塚 務（葛 飾） 大 村 賢 治（江 戸 川）

笠 原 眞知子（江 戸 川） 米 山 博 巳（荏 原）

西 澤 公 人（大 森） 椎 原 成 章（世 田 谷）

山 口 正 之（豊 島） 及 川 澄 江（ 北 ）

浅 井 智 司（板 橋） 浅 田 博 之（練 馬）

村 上 順 二（練 馬） 弘 中 玲 子（調 布）

安 村 治 國（調 布） 長谷川 泰（狛 江）
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平成２７年度「歯の作文」優秀入賞者

小学校の部

優秀は１０名、◎は最優秀

題 名 学 校 名 氏 名 学年

◎ むし歯になりにくい歯を育てる 豊島区立朝日小学校 市 川 凛 ６
そめだしを積極的に 中央区立月島第一小学校 三 上 乃 々 ６
母との約束 江東区立東川小学校 坂 本 星 空 ６
祖父の歯祖母の歯わたしの歯 世田谷区立砧小学校 三 海 由 奈 ５
一生ものの大切な歯 杉並区立方南小学校 栗 山 桜乃理 ６
おじいちゃんの歯 荒川区立第五峡田小学校 大 島 美 輝 ６
歯と私 江戸川区立西葛西小学校 井 上 聖 渚 ６
歯科医院は一生のパートナー 多摩市立東落合小学校 石 河 心 遥 ６
笑顔で人と接するために 多摩市立東落合小学校 鈴 木 玲 莉 ６
未来を守るきれいな歯 多摩市立東落合小学校 廣 瀬 愛 海 ６

中学校の部

優秀は５名、◎は最優秀

題 名 学 校 名 氏 名 学年

◎ 小さいころに出会った「恩人」 練馬区立中村中学校 沖 原 奈津子 ２
歯科検診の大切さ 墨田区立両国中学校 河 上 由 衣 ３
Forever my Teeth 世田谷区立玉川中学校 木 村 彩 香 ２
歯が教えてくれたこと 東大和市立第三中学校 山 岸 陽 和 ２
豊かな人生にかかせないもの 東大和市立第三中学校 池 田 也 実 ２
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平成２７年度

「歯の作文」
優秀作品

例年、「歯の作文」に応募頂いた児童生徒

の作品の内、優秀作品１５点を東京都学校歯科

保健研究大会要項に掲載しておりますが、多

くの会員および保健関係者にもお読み頂ける

よう、本会誌に再録いたしました。

応募状況等詳細は大会要項をご参照くださ

い。
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ぼくは、生まれたころから二番目の前歯が二本
生えてこなくて少し気になっています。だけど、
ぼくは、
「生えている歯だけでもむし歯にならないように
歯を必ずみがこう。」
と心がけています。だからぼくは、忘れないよう
に工夫しようと考えました。その工夫とは、いつ
もおふろ場に歯ブラシをおいておくことです。お
ふろに入ると歯ブラシを見て、忘れないでみがけ
ていてうまくいっています。
「もともとむし歯になりやすい歯ですね。」
とある時、歯医者さんに言われました。
保育園の時、ぼくは、むし歯になって歯医者さ
んに行ったら、とても痛い思いをしたことが何回
かあります。お母さんに、
「ママに似てむし歯になりやすいんだね。」
と言われました。
「ぼくの歯は、弱くてむし歯になりやすいから、
歯みがきを忘れないようにがんばって、歯をじょ
うぶにしてむし歯になりにくい歯にしたい。」
と、ずっと思っていました。
学校で、給食が終わった後も、友達は、うがい
だけで、早く遊びに行く人もいます。でもぼく
は、遊びたくても歯みがきをしています。ぼく
は、いつも、どんなときでも、歯がけずれないよ
うに、やさしく、ていねいに細かく歯みがきをし
ています。他にも、おくのあまりみがけなくてむ
し歯になりやすいところなどをすみからすみまで
歯ブラシを細かく動かして歯をきれいにしようと
しています。
また、食べ物も考えながら食べることで、もっ
とむし歯になりにくくなると思いました。たとえ
ば、チョコレートやケーキなど、甘い物を食べす
ぎないようにする。おせんべいやパンの耳などか
たい物をたくさん食べるようにする。また、ぼく
の家では、あまりおやつを食べていません。晩ご

飯の後には、できるだけ食べないようにしていま
す。それから、ぼくは、ガムをよくかんでいま
す。ぼくは、キシリトールガムをお父さんやお母
さんにたのんで、かむようにしたいです。なぜ、
キシリトールガムをかむのかと言うと、ふつうの
ガムよりキシリトールガムのほうが歯をじょうぶ
にさせる力をもっていると、学習したからです。
朝日小学校では、歯の健康診断をしています。
その結果、むし歯がなかったらよい歯のバッジを
もらえます。ぼくは、二年生のときだけ、バッジ
をもらえませんでした。一回もらえなかっただけ
でとてもくやしいです。でも、今年は、よい歯の
賞状をもらえました。それは、むし歯だった子供
の歯がぬけて、大人の歯には、むし歯がないから
です。賞状をもらえてとてもうれしかったです。
また、一年生から毎年、赤い液をつけて、歯み
がきや、歯のことを勉強しています。六年生の五
月に、歯科校医さんが口の中の菌を顕微鏡で見せ
てくださいました。
「口の中に、こんなにたくさんの菌がいるんだ。
菌を少しでも減らしたいなぁ。」
と思いました。赤く染まったところが多く菌がい
て、あまり染まってないところは、菌が少なかっ
たです。ぼくの歯は、赤く染まった所が、あまり
ありませんでした。それは、歯を大切にして歯み
がきをがんばっているからだと思いました。
ぼくの一生、生えてこない二本の歯は、大きく
なったらきょう正して、歯を寄せるように、お父
さんとお母さんが相談してくれています。お金が
かかるのですぐにはできないかもしれないけれ
ど、ぼくはすき間のない歯に早くなりたいと思っ
ています。
その時まで、むし歯にならないように、今やっ
ている事を続けます。むし歯になりにくい強い歯
を育てていきたいです。

平成２７年度 歯の作文
最 優 秀 作 品 � 小 学 校 の 部

むし歯になりにくい歯を育てる

豊島区立朝日小学校 ６年 市川 凜

48 平成２８年３月●東京都学校歯科医会会誌〈第７９号〉



そめだしを積極的に

中央区立月島第一小学校
６年 三上 乃々

母との約束

江東区立東川小学校
６年 坂本 星空

六月の初め、私の学校では歯みがき週間という
歯を大切にする週間がありました。その活動の一
つに歯をそめだして、みがき残しがないか確認す
るという活動があります。
このそめだしは毎年あるのですが、五年生まで
はあまり意識していませんでした。ですが、今年
は最高学年です。小学校生活最後のそめだしとい
うことで、今回は意識して行ってみました。する
と、私の歯は赤く染まりました。みがき残しがあ
るということです。私は毎日かかさず歯みがきを
していて、きれいにみがいたのに、なぜみがき残
しがあったのか気になり、小さいころをふり返っ
てみることにしました。
私は小さいころ、母に歯みがきをしてもらって
いました。そして母は毎日、
「歯は自分のもの。自分のものなのだから自分で
お手入れしてきれいにしてね。」
と言っていました。私はその教えに従い、歯みが
きは毎日五分以上行っていました。
しかし、今はどうでしょう。一回の歯みがきの
時間は一分から三分です。これではみがき残しも
出てきます。
そこで私はみがき残しをなくすために、小さい
ころの自分にもどって一回の歯みがきを五分以
上、一つの歯を十回みがくように歯みがきをしま
した。すると、口の中がすっきりと軽くなるよう
な感覚がありました。
そして私は歯みがきがどれほど大切かというこ
とかを学びました。そしてそのことを気がつかせ
てくれたのは歯みがき週間のそめだしです。私は
今までそめだしを意識して行っていなかったた
め、この大切なことを思い出すのが六年生になっ

てしまいました。今思うと、とても残念に思いま
す。ですが、結局は思い出すことができました。
このまま、歯みがきは大切ということを思い出す
ことができなければ、きっと私の歯はむし歯に
なっていたと思います。最後にそめだしを意識し
て行ってよかったという気持ちもあります。
先ほどにも書いたように歯みがき週間などは歯
にとって大切なことを思い出させてくれる良い活
動です。今後、中学生、高校生になってこのよう
な活動があったら、積極的に行っていきたいと思
います。また、そのような活動がなくても歯は大
切だということを頭に入れていきたいと思いま
す。

「あ、抜けた。」
私が一昨日の夜に言った言葉だ。乳歯が抜ける
のは、十四回目だったので慣れたものだ。一番最
初に抜けたのは、保育園に通っていた頃で、泣き
そうになったしドキドキした。母が子供の頃は抜
けた歯を投げたらしいが、私の抜けた歯は全部保
存してある。
私の歯は、今現在二十四本だ。中学生くらいに
なると二十八本になるらしい。この歯は、私が八
十才、九十才を過ぎても一生を共にする。人間の
体からしたら、歯はとても小さい。しかし、この
小さい歯一本一本をどのように扱うかで未来の歯
の在り方は変わるのだ。年と共にしわが増え、身
体や内臓はおとろえる。おとろえは自分の力では
どうする事もできない。だが、歯は自分の努力次
第で年をとっても丈夫なままでいることができる
のだ。
私が保育園に通っていた頃、母は歯科で働いて
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祖父の歯祖母の歯わたしの歯

世田谷区立砧小学校
５年 三海 由奈

いて、私は母の仕事を待つ事が多かった。母を待
つ間、先生に歯をみてもらったり歯みがきの仕方
を教えてもらった。おかげで今までむし歯になっ
た事は一度もない。
歯がなければ食べられない。健康な人生は歯で
作られていると言ってもいいだろう。歯がある幸
せ。むし歯が無い幸せ。食べ物がかめる幸せ。あ
たり前で気づかなかったが、そんなたくさんの幸
せを教えてくれる人が私の周りには大勢いたの
だ。そんな周りの人達に感謝するべきだと私は
思った。
「八十才まで二十本の歯を保とう。」
と母はいつも言う。私と母の約束。私は今も守っ
ている。自分の歯と一生を共にするために。

祖父と話しをすると聞きとりづらいことがたび
たびあった。
「何話してるかよくわからない。」
とわたしが言うと祖母が
「じいちゃんは歯がないからね。」
と教えてくれた。
まだ祖父が元気でいっしょに食事をしたり会話
を楽しんでいたころは、祖父は入れ歯をはめてい
た。でも体が弱くなってくるとあまり入れ歯を使
うことができなくなってこの様に会話をすること
がむずかしくなってきた。
祖父は、わかいころに事故にあい数本の歯を失
なっていた。年れいを重ねていくうちにさらに数
本の歯を失い入れ歯にたよっていた。
一方祖母はとても強くて大きな歯を持ってい
る。白くてきれいにならんだ歯のおかげで実さい
の年れいよりわかく見られることもあるほどだ。

祖父と祖母は何十年もいっしょに生活し同じ食事
をとっていたはずなのに歯にはこんなに差ができ
た。祖母はこのりっぱな歯をずっと使っている。
今十才のわたしの歯ははえかわりの時期だ。わ
たしのにゅう歯はとても小さい。ところがはえて
くるえいきゅう歯はとても大きい。歯医者さんで
見せてもらったレントゲンには、小さなにゅう歯
の下にその倍以上の大きさもあるのではないかと
思うほどのえいきゅう歯があっておどろいた。そ
れが今少しずつはえてきている。
祖父は、わかいころから魚が好きだった。肉は
かみにくくてあまり好きではなかった。スルメや
こんぶなどの固い食べ物もさけていた。祖母は、
固いものをしっかりかんでバリバリと食べる事が
できる。むかしから祖父が苦手とするような食材
も好んで食べてきたそうだ。
わたしも、祖母といっしょにおこしやせんべい
などの固い食べ物をおやつに食べる。魚も好きだ
が肉も好きだ。でも、はえかわりのために歯がグ
ラグラしている時に限っては、そうはいかない。
固いものを食べ、グラグラの歯にあたるとズキン
としてなみだが出るくらいいたい時がある。もし
かしたら祖父はこういう感覚だったのかもしれな
い。
祖母のきれいな歯ならびを見ているとあこがれ
る。上の歯も下の歯もきれいにそろっていてかみ
あわせがちゃんとしているからこそ年れいをかさ
ねても強くじょうぶなんだと思う。たとえ原因が
なにであったとしても歯を失うことはさけたい。
ましてやむし歯が原因で失うことはぜったいにさ
けたい。
歯は食べることだけではなくしゃべることにも
大切だ。祖父とスムーズな会話をできなくなった
さみしさを今でも覚えている。その時まで歯は食
べるために使うものだと思っていた。まさか話す
ことに使っているとは知らなかった。相手に聞き
取りやすく、自分の気持ちを話すためにも歯は必
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一生ものの大切な歯

杉並区立方南小学校
６年 栗山桜乃理

要だ。
わたしは身近に目標とできる歯を持つ人がいて
幸せだと思う。わたしが祖母の年れいになった
時、同じようにりっぱな歯でいられるだろうか。
それは日々のわたし自身の生活にかかってる。数
十年後わたしもだれかのあこがれや目標となる歯
でいられるようにこれからも大切にしていきた
い。

私は、むし歯になったことが一度もありませ
ん。友達に話をするといつもなぜ？とよく言われ
ます。私は、その理由を自分でもよく分かりませ
ん。なので調べることにしました。まず、小さい
ころから現ざいまでの歯のみがき方をふり返って
みました。まだ歯みがきをできないほど小さいこ
ろは母に歯みがきをしてもらいました。幼稚園か
ら小学校低学年は自分で歯みがきをして母に仕上
げをしてもらいました。そして、小学校中学年か
ら高学年の現在では母の仕上げはなく自分で歯み
がきをしています。それでも分からなかったの
で、今まで自分が使ったそうじ用の歯ブラシを数
えてみました。すると私の歯ブラシの本数は家族
で一番多かったのです。ということは歯みがきの
仕方は雑ということです。しかし、なぜ雑なのに
むし歯がなかったのでしょう。なので今度は夏休
みや冬休みに配られる健康カレンダーを見てみま
した。するとある共通点を見つけました。それ
は、毎年朝と夜ほぼ毎日歯みがきをしていたこと
です。しかし歯みがきの仕方が雑では毎日みがい
ていても意味がありません。ますます分からなく
なり、みがき方が雑なのに十二年たってもむし歯
が一つもないのか母に聞いてみました。すると母

は、
「私は、赤ちゃんの時からていねいに歯みがきを
してあげていたし、歯みがきの後には絶対に物を
食べさせなかったんだよ。目と歯は一生ものだか
ら大切にしてほしいんだよ。だから毎日歯みがき
をするように言っているんだよ。」
この母の言葉から不思議と思っていたことがす
べてわかりました。母の工夫や自分でも気が付い
ていないほど小さいころからの習慣や心がけが十
二年たった今でもむし歯がないということが分か
りました。逆にむし歯になってしまう原因も分か
りました。それは、食後に歯みがきをしなかった
り、きちんとみがかなかったりすることが原因だ
と分かりました。
歯についての作文を書くうちにむし歯ってどう
いう歯になってしまうんだろうと思い調べてみる
と、本当におどろきました。きれいな白い健康な
歯ときたない汚れているむし歯を比べると月と
すっぽんでした。私は、前からむし歯にはなりた
くないと思っていましたが、その気持ちが強くな
りました。現在でも歯みがきは手をぬかずていね
いに毎日しっかりみがいています。母の工夫や小
さいころからの習慣や心がけを忘れずに、今日も
歯みがきや工夫を実行してがんばっています。大
人になってもおばあちゃんになってもきれいで白
く健康な歯でいたいです。
私の親せきで一度もむし歯になったことがない
上、白く健康な歯でとても歯ならびがきれいな人
がいます。その親せきは、今年で高校一年生で
す。なぜ今までむし歯にもならず健康な歯でいら
れたのか聞いてみました。すると、
「私は、とても歯を大切にしているんだよ。特に
三つのことを気を付けて歯みがきをしているの。
一つ目は、毎日食後は、かならず歯みがきをする
こと。二つ目は、ぬけそうな歯はすぐぬくこと。
すぐぬかないとちゃんと歯をみがけないし、歯な
らびも悪くなるからね。三つ目は、力を入れずに
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おじいちゃんの歯

荒川区立第五峡田小学校
６年 大島 美輝

歯と私

江戸川区立西葛西小学校
６年 井上 聖渚

一本一本ていねいに時間をかけてみがくこと。こ
の三つを守っていればきっといつまでも歯は健康
でいられるよ。」
私も今まで歯を大切にしていましたが、ここま
で大切にしていませんでした。例えば、ジュース
一口を飲んでも私は一口だけなら平気と思ってな
にもしません。しかし親せきの子はうがいやかる
く歯みがきをしています。私も見習いたいです。
これからもきれいな歯でいたいと言っていまし
た。

前におじいちゃんが、ご飯を食べるのにとても
大変そうにしていました。私は心配して「おじい
ちゃん大丈夫？」と聞くと、おじいちゃんは口を
開けて、歯を見せてくれました。私は、おじい
ちゃんの歯を見てびっくりしてしまいました。な
ぜなら、おじいちゃんの歯は、たった５本しかな
く、歯ぐきの上はすかすかだったからです。私
は、歯が生え替わるときに、１本ないだけでもと
ても食べづらくて不便なのに、５本しかない歯で
食事をするのは大変だろうなと思いました。話を
聞くと、おじいちゃんはむし歯になってもめんど
うだったので、歯医者に行かなかったそうです。
そのせいで、どんどん歯がなくなってしまい、
残ったのはわずかに５本だけになってしまったそ
うです。また、先日担任の先生が自分のお子さん
の歯の話をしてくれました。そのお子さんは、む
し歯が７本もあるのに、いろいろな用事をつけ
て、なかなか歯医者に行かないと言って困ってい
らっしゃいました。私の友達もよく「歯医者に行
くのいやだな。」と言います。私は、むし歯に
なったことがありませんが親や友達に聞くと、

「むし歯ほどいたいものはない。」と言っていま
す。むし歯には、４つの段階があるということを
聞きました。第一、第二段階までは、むし歯がで
きてもいたみがないので、知らないうちに進んで
しまうそうです。早く気づいて早期に歯医者に行
くことが、とても重要だということを強く感じま
した。さて、おじいちゃんは、歯を大切にするこ
とができませんでしたが、おばあちゃんは、とて
も大切にしています。月に一度は必ず歯医者に
行っています。入れ歯の手入れもきちんとできて
いるので何でもおいしく食べることができます。
お父さんやお母さんは、歯をしっかりみがいてい
ますが、実はむし歯がいくつかあるそうです。だ
から私に「むし歯になっても知らないよ。治りょ
うは大変だからね。」といつもしっかりみがくよ
うに言っています。私は今全部の歯が、大人の歯
に生え替わりました。この歯が抜けたらもう生え
る歯はないので、むし歯だけではなく、歯肉炎と
いう病気にも気をつけて、歯を大切にしたいと思
います。そして、自分だけでなく周りにいるお友
達にも「自分は平気などと人ごとのように思うの
はやめて、歯の健康管理に気をつけましょう」と
言いたいと思います。

「歯」と聞いて、まず一番最初に私が思い出す
のは、赤ちゃんのころのことです。私が一才にな
る前のころ、人より早く生え始めていた私の歯は
強くて、お母さんの乳首をかみ、出血させていた
そうです。
この話を聞いて、０才の赤ちゃんの歯の力のす
ごさに、自分のことながらびっくりしたのを覚え
ています。手をギュッとにぎることもできない赤
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歯科医院は一生のパートナー

多摩市立東落合小学校
６年 石河 心遥

ちゃんが、かむ力は強く育っているなんてすごい
と思いませんか。
私を産んで母乳をあげている間、お母さんはむ
し歯になって歯医者さんに通ったそうです。赤
ちゃんを育てるために必要なカルシウムが歯から
とけ出していって、むし歯をつくったと聞きまし
た。
そうやって、私は大きくなりました。お母さん
の歯は、私を育ててくれました。そう思うと、私
の体はお母さんの一部のような気がして大切に思
えます。
今１１才になった私の歯は、すべて乳歯から大人
の歯にかわりました。去年、最後の乳歯がぬけた
時、その歯をなくしてしまい、お母さんがあわて
ていました。実は、今までぬけたすべての乳歯を
保管していたのだと知りました。私の体の中でも
こんなに小っちゃな歯、一本一本を大切にしてい
てくれたんだと、とてもうれしくなりました。歯
を通して、お母さんのたくさんの愛情をうけ取っ
ているんだと気づきました。
いつか、私が大人になって子供ができた時に、
赤ちゃんが育つために必要な栄養がとれる立派な
歯をもっていたいと思います。お母さんがしてく
れたように、私も自分の子どもを育てたいです。
今、毎日、当たり前のようにしている食事や、
歯みがき。これが、未来の命につながるのなら、
やっぱり大切にしていこうと思います。

「いやだ、歯医者には、行きたくない。」
保育園のころの私は、一人でトイレに行くよ
り、遊園地のおばけ屋しきより、歯科医のイスが
怖かった。初めて歯科医院に行った時、診察室の

ドアを開けたしゅん間、聞こえてきた「ウィー
ン」という音に、とりはだがたったことを今でも
おぼえている。さらに、みんなマスクをしてい
て、診察台のイスの周りには、たくさんの機械が
あった。それを見た私は逃げ出したい気持ちで
いっぱいだった。
ところが、「なにをされるのだろう」と泣きそ
うな私に衛生士さんは笑顔で話しかけてくれたの
だ。機械の説明も、くわしくおしえてもらった。
ホースから水が出て歯をあらってくれる物、ホー
スから空気が出る物、つばを吸いこむ物、「ゴロ
ゴロ」と歯をきれいにする物など、ていねいに説
明してくれた。それを聞いた私は安心してイスに
すわることができた。
それからは、四ヶ月に一回歯科医院にいってい
る。しかし、歯科医院に行くと、一・二個は、む
し歯が見つかっている。「なんでだろう」と私は
いつも不思議に思っていた。まっ先に思い当たっ
たのは、夜の歯みがきの仕方が悪いのではないか
ということである。
その夜、私は衛生士さんに教わったみがき方を
やってみた。私の前歯は、うしろにひっこんでは
えているところがある。そこは、ふつうにみがい
ていると、歯ブラシが上手にあたらない。なの
で、歯ブラシをたてにしたり、ななめに入れたり
してみがいてみた。さらに、おく歯から順に一・
二本を二十回ずつみがくなど自分なりの工夫もい
れてみがいた。すると、思った以上に歯がきれい
になり、舌でさわってみると、歯がつるつるに
なったことが分かった。同時に「本当に長つづき
するのかな」と少し心配にもなった。しかし私
は、「心配していても歯はきれいにならない！」
と、考えるようにし、歯みがきにとりくんだ。
最初の一週間くらいは、きれいにみがこうと、
やる気が出ていた。しかし、しだいにやる気がな
くなり、「めんどくさい」という気持ちに負け、
適当なみがき方になってしまった。そこで私は、
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笑顔で人と接するために

多摩市立東落合小学校
６年 鈴木 玲莉

「どうしたら長く続くだろう」と考えた。自分
が、「めんどくさい」と思ったら、当然みがき方
も雑になり、みがくのがいやになる。大切なこと
は、「どう、やる気を持ち続けるか」ということ
だ。
私は小さいころからバレエをならっている。バ
レエも同じでとても練習が楽しく感じる時もあれ
ば、練習がつらくてつらくて行きたくない時もあ
る。しかし、発表会やコンクールなどが定期的に
あるおかげで、やる気を持ち続けることができて
いる。歯みがきも同じではないかと思う。定期的
に、歯科医院に行って見てもらったり、学校でそ
めだしをしてもらったりするような「イベント」
をつくれば、「ほめられる歯になりたい」と、が
んばる気持ちを持ち続けることができる。ラッ
キーなことに、私の通っている歯科医院は、怖
がっていた私をイスにすわらせてくれたすばらし
い先生たちがいる。そして今は、安心して歯科医
院に通えることができる。これからも、歯科医院
を自分のパートナーとして、一生きれいな歯を保
ちつづけたい。

「あかり、歯みがきしたの？」
学校に行く前と夜ご飯を食べ終わった後はいつ
も母に言われる。四年生の頃のいつもの光景だ。
そう言われるたびに「歯みがきなんて一回だけで
いいじゃん」と、ずっと思っていた。
今朝も母に注意された。注意されている間に時
間は過ぎ、結局歯みがきをせずに学校に行った。
しかも今日は、運悪く四年生の歯科検診の日だ。
その結果「歯こうあり」だけでなく「初期むし
歯」と「むし歯」のらんにも丸がついていた。私

は結果の紙を見た時、おどろきと同時にショック
な気持ちでいっぱいだった。
確かに、休みの日は歯みがきをしなかったり、
手早くすませたりして少しだけ手をぬいていたけ
れど、自分なりに歯みがきはしているつもりだっ
た。だから当然、むし歯にはならないと思ってい
た。私はその時初めて「歯みがきをしているつも
りだけではダメなんだ」と思うと同時に、やはり
一回だけの歯みがきでは足りないということを実
感した。
その日から私は、二つのことを心に決め頑張っ
てみることにした。一つ目は、そめだしの授業で
習った「順番を決めて歯をみがく」こと。二つ目
は、鏡を見ながら一本一本ていねいにつるつるに
なるまでみがくことだ。この方法を行ってみる
と、歯がつるつるとしてとてもスッキリした。こ
んなにスッキリしたのは久しぶりだ。
しかし翌年、「初期むし歯」と「むし歯」はな
くなっていたが、再び「歯こう」に丸がついてい
た。私は「なんでこんなに歯みがきをしたのに歯
こうがあるの？」というくやしい気持ちでいっぱ
いになった。そのくやしさを生かし気合いを入れ
て再び頑張ってみた。その結果、六年生では「歯
こう」は見事になくなっていた‼
しかし、私の中で一つの疑問が残った。それ
は、きちんとみがき出してからも、なぜ歯こうが
ついていたのかということだ。それを知りたくて
保健の先生にそめだしをしてもらうことにした。
すると、きちんとみがけていたはずの歯と歯の間
や、歯のすじが赤くそまり歯こうがついているこ
とが分かった。自己満足でなく定期的に、きちん
と歯がみがけているかをチェックすることがとて
も大切だと感じた。
私は将来、理学療法士になりたいと思ってい
る。理学療法士は、人と近い距離で接する職業
だ。だから、きれいな歯でいることが大切だ。
これからもずっと、きれいな歯で人に笑顔で接
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未来を守るきれいな歯

多摩市立東落合小学校
６年 廣瀬 愛海

していけるように、毎日の歯みがきを欠かさず頑
張りたい。

「歯を大切にしよう」
保健室前にはってあるポスターの言葉だ。しか
し低学年の頃の私は、「どうして歯を大切にしな
いといけないんだろう？歯なんて生え変わるのに
…」いつもそう考えていた。そんな気持ちで行っ
ている私の歯みがきは、雑で鏡を見ればまだ汚れ
ていることがすぐわかる状態だった。「お母さん
が、しあげみがきをしてくれるから大丈夫！」そ
んなふうにも考えていた。
四年生になった頃、母から、
「もう高学年なんだから、自分の歯ぐらい自分で
きれいにしなさい。」と言われた。すでに奥歯に
初期むし歯があった私は、さすがに「しっかり歯
みがきをしなければ！」とあせりだした。しかし
私は、歯みがきなんて気にしたことがなかったた
め、いつもより力強くゴシゴシとみがいた。確か
に、強い力でみがくとスッキリはするが、母にみ
がいてもらった時のように、歯がつるつるにはな
らない。
「何でだろう？」そんな疑問を抱いていた頃、
学校で、ブラッシング指導が行われた。そこで今
まで抱いていた「歯は生え変わるのになぜ大切に
しなければいけないのか」「強い力で歯をみがい
ているのに歯がきれいにならないのはなぜか」こ
の二つの疑問が解決されたのだ。
私は、歯が何度も生え変わると思っていたの
で、歯科衛生士さんの「歯は、乳歯から永久歯の
一回しか生え変わらない」という言葉を聞いて、

とてもおどろいた。初めて歯を大切にしなければ
いけないんだと自分から思った瞬間だった。歯は
強い力でゴシゴシとみがくのではなくても、てい
ねいに一本一本「シャカシャカ」とみがくときれ
いにみがけるということもわかった。この方法で
歯みがきをしてみると、母にみがいてもらってい
た時と同じようなつるつるの歯になった。
五年生の時は、少し油断してしまい、再びゴシ
ゴシとみがく方法に戻ってしまうこともあった。
そんな時は、つるつるな歯の感触を思い出してみ
がいていた。六年生になった今は、仕上げみがき
をしてもらわずに自分の力だけで歯をつるつるに
することができている。
先日、保健の先生に
「まなちゃんは、本当に歯がきれいだね。自分だ
けでみがいているの？」と聞かれたので「うん、
だってみがいていないと気持ち悪いから。」と答
えた。すると
「みがいていないと、気持ち悪いという感覚が
育っているんだね」と言われ、はっとした。考え
てみると、これまでの歯みがきの取り組みを通し
て、口の中がスッキリしていて「当たり前」の感
覚が育っていたのだと思う。その感覚は、とても
大切なことかもしれない。
私は、小学一年生から剣道を習っている。剣道
では、打った瞬間、歯に力を込める。しかし、む
し歯があると歯に力を込めることができない。強
さと歯の健康はとても関係しているのだ。
私は将来、警察官になりたい、心と体の強さを
求められる職業だ。そのために剣道で心と体をき
たえている。この体の力を十分に発揮するために
は、口腔内の健康管理は、欠かせない。それは、
私の将来を守るためであり人々の未来を守ること
につながる。そのために、これからも「未来を守
るきれいな歯」でいられるような、歯をつるつる
にする歯みがきを続けていきたい。

平成２７年度 歯の作文
優 秀 作 品 � 小 学 校 の 部

平成２８年３月●東京都学校歯科医会会誌〈第７９号〉 55



わたしの手元には、六つのバッジがあります。
そのバッジは、誰もがもらえるわけではありませ
ん。一年に一回の歯科検診でむし歯のない練馬区
の児童だけが毎年一つもらえる、「よい歯バッ
ジ」というものです。小学校の六年間きれいに歯
を磨いてもらうことができた、わたしの「努力の
証」です。
わたしは、人生で一度もむし歯になったことが
ありません。バッジをもらった、小学生のころよ
り小さいときも、中学生の今でも、どんなにいそ
がしくても毎日欠かさず念入りに磨いています。
こうして磨き続けているきっかけは、ある一人の
歯科衛生士さんとの出会いでした。
わたしは、幼稚園にも行っていないころ、とて
も怖がりでした。だから普段経験しないことをす
るのは怖かったです。そんなとき歯科医院に行っ
てとても優しい歯科衛生士さんと出会いました。
かたくなに口を閉じて、歯を見せようとしなかっ
たわたしに、「怖くないよ、痛くないよ」と笑顔
で話しかけてくれました。無理やり口を開けるの
ではなく時間がかかってもわたしが自分から開け
るのを待っていてくれました。それ以来「怖いも
のってあまりないのかな」と他のことも怖くなく
なってきました。その歯科衛生士さんにほめても
らいたいと思い、このときから念入りに歯を磨く
ようになりました。歯科医院に行くのが楽しみに
さえなったのです。
しかし、突然当時のわたしにはショックだった
出来事が起こりました。大好きだったその歯科医
院は他の県へ移転することになったのです。わた
しは母と二人で花束を渡しました。歯医者さんも
お世話になった歯科衛生士さんも、とても喜んで
くれました。温かく力強く「ありがとう」と言わ
れました。このときわたしは、無意識に「むし歯

になったらこの方に失礼だな」と思っていたのだ
ろうと思います。小さかったですが、歯科衛生士
さんの記憶は鮮明に覚えています。
歯科衛生士さんと別れてしばらくたった今、改
めて、感謝することがたくさんあります。もし、
口を開けようとしなかったとき口を無理やり開け
られていたら、歯科医院に行くのを嫌がり、むし
歯になっていたかもしれません。今よりも歯をき
れいに磨いていなかったかもしれません。何よ
り、「歯を大切にしなければ」と、今ほど深くは
考えていないと思います。
わたしは今後、小さいころに出会った歯科衛生
士さんのような、話した相手が心を開いてくれる
優しい人になりたいです。そのために、人の気持
ちを考えて行動していきたいです。また、歯科衛
生士さんのしてくれた、「相手が口を開けるまで
待つこと」や「笑顔で話すこと」、今お世話に
なっている歯医者さんがしてくれている「よくで
きていると思ったらとことんほめること」も将来
に生かしていきたいです。わたしは小学校の先生
になるのが夢です。だから、こういうことができ
る、児童から慕われる先生になりたいです。歯科
衛生士さんや歯医者さんからは、人生において大
事なことを学べました。児童たちには、歯が大切
だということを教えて、児童たちの歯がいつまで
もきれいでいられるようにしたいです。わたし自
身も、大人になってもずっと、毎日欠かさず歯を
磨き、あのとき出会った「恩人」に、失礼がなく
喜ばれるようにしたいです。「恩人」のために
も、そして「わたし」のために、歯を磨くこと
は、大切であると思います。「よい歯バッジ」
も、いつまでも手元においてそれを自信に変えた
いです。
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歯科検診の大切さ

墨田区立両国中学校
３年 河上 由衣

Forever my Teeth

世田谷区立玉川中学校
２年 木村 彩香

私は、今までも歯科検診は大切なものだと思っ
ていましたが、中学三年生になって、改めて歯科
検診の大切さを学びました。
六月の朝礼で、ライオン株式会社の人が、ライ
オンちゃんと一緒にお話をしに来ました。そのお
話の内容は、私の学校にあるボランティア部と協
力して、もう使わない歯ブラシの回収を今年二万
五千本を目標に行っていくというものでした。そ
して、この活動を私の学校から世界へ広げていこ
うというお話でした。私は最初その話を聞いたと
きになぜ世界へ広げていこうとしている活動をこ
の両国中学校から始めるのかなと思いました。し
かし、今の全国の学校で行われている歯科検診
は、大正時代に本所歯科医師会が口腔衛生のため
に児童の歯科検診を行いその石碑が両国中学校に
あるからだという理由を聞き、私はすぐに納得
し、今まで通り過ぎていた石碑にはそんなにすご
いことが書いてあったのかとびっくりしました。
家に帰ってその話を家族に話し、その石碑につ
いて調べてみました。そのときに、歯科検診がな
かった時代はどんなだったのだろうと思いまし
た。大正時代以前は、今のように歯医者がたくさ
んあるわけでもなかったし、衛生環境もそこまで
良くなかったと思います。そんな時代に、歯につ
いて考えることはあまりなかったのではないかと
思います。そして、その時代に歯科検診というの
は歯の健康をチェックするとても画期的なもの
だったのではないかという考えになりました。さ
らに、今私達が行っている歯科検診も、とても大
切でなくてはならないものだと思いました。だか
ら、この歯科検診の大切さを教えてくれた歯ブラ
シ回収に私もどんどん積極的に参加していこうと

思いました。
歯ブラシ回収が始まった日に、私はさっそく家
にあった使わなくなった歯ブラシを持っていきま
した。私が持って行ったことにより、私の友達も
歯ブラシの定期的な交換もできるし、使わなく
なった歯ブラシで募金もできるから、と歯ブラシ
回収に参加してくれました。
私は、あと一年遅かったら知ることのできな
かった歯科検診の大切さに気付くことができて良
かったです。そして、歯科検診の大切さを知る
きっかけになった歯ブラシの回収は、私の学校で
はこれからもずっと続けて全国に、世界にこの活
動が広がっていくといいなと思います。

「あっ…。」
その時口の中で血の味が広がった。そう、歯が
抜けたのだ。それは夕食時の出来事だった。口の
中の白いご飯とまちがって飲み込まないように慎
重に歯を取り出した。それと共に出てきたお米は
うっすらと赤く染まっていた。これぞ本当の赤飯
である。その後私は急いで洗面所へ向かいきれい
に歯を洗った。私は嬉しくて「やっと抜けた。」
という言葉がつい声に出てしまった。なぜならそ
の歯はなかなか抜けずに悩んでいた歯だったから
だ。
歯が抜ける一週間前のある日の朝、歯に痛みを
感じた。むし歯が出来たのかと思い、慌てて鏡で
見てみた。よくみると子供の歯の上の方から大人
の歯が生え始めていた。親子二世代の共演であ
る。このまま生え続けていけば兄のようになって
しまうのではないかという不安に駆られた。私の
兄も乳歯が抜けないまま上の方から永久歯が覆い
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歯が教えてくれたこと

東大和市立第三中学校
２年 山岸 陽和

かぶさるように生えてしまいその結果、見事な八
重歯となり、歯並びが悪くなってしまった。常日
頃から兄を見ていたため兄のような歯並びには絶
対になりたくないと内心思っていた。今までは他
人事のように感じていたが今では自分もそうなり
つつある。それを思うだけで恐ろしくなり、次の
日に歯医者へ行った。そして医師に相談してみる
と、
「もう揺れているからすぐに抜けるよ。一週間後
までに抜けなかったら抜いてあげるよ。」と言わ
れた。私は抜かれるのかと思い、何としてでも一
週間後までに抜けてほしいと心の底から願った。
数日経っても、徐々に揺れが大きくなってはいる
もののまだ抜ける気配はなかった。「このまま抜
けないのではないか」そんな不安な思いが日に日
につのっていった。ついに前日となり、不安も
ピークに達していた時突然抜けたのだ。だから私
は「やっと抜けた。」と思わず言ってしまったの
である。翌日、歯医者で消毒してもらいほっとし
た。ところが歯が抜けたことで歯が生えてくるま
での間歯を磨くのにも食べるのにも、そして私の
好きな英語の発音をするのにもあらゆる場面でと
ても苦労をした。
私はこの経験から二つの事を学んだ。一つ目は
歯並びが良いことの大切さだ。この経験の後歯並
びについて少し調べてみると歯並びが歯に対して
大きな影響を及ぼしていることが分かった。例え
ば歯並びが悪いと口内炎が出来たり歯磨きの際に
歯ブラシがいき届かず、汚れが残りむし歯を発生
させる原因になったりすることがある。歯並びが
悪くならないためには堅いものをよくかんで食
べ、あごを広くすることで歯の生えるスペースを
確保することが大切だ。こうした歯のためのケア
が歯並びをよくするために重要だと私は思う。二
つ目は全ての歯がそろっていることの大切さであ
る。たった一つの歯が欠けているだけで歯を磨く
時や食事の時、英語を発音する時など様々な場面

で大変な思いをした。歯というものが、普段の生
活を送る上で非常に大きな役割を担っていること
を強く実感した。私は歯の重要性や役割について
しっかりと理解し、これからも毎食後の歯磨きや
定期的に歯の検診を受けるなどのケアを続けてい
きたい。
自分の歯と一生付き合っていくために。

私は、小学生の時にむし歯になりました。歯科
医院へ行き治療をしましたが、ひどいむし歯は麻
酔の注射を三本も打たなければならない程進行し
ていました。
歯科医院で、歯科衛生士の方から正しい歯の磨
き方を教えていただきました。その日私は、歯の
磨き方について間違った考えを持っていたという
ことと、歯磨きに対する意識が低かったというこ
とを思い知りました。私は食べカスが残らないよ
うに、歯ブラシを強く歯に押しつけてゴシゴシ磨
いていました。しかし、この磨き方では、歯ブラ
シの毛が歯と歯のすき間に入っていかず、磨き残
しが出てしまうことを知りました。歯ブラシを鉛
筆を持つように握り、軽い力で磨く方が歯の汚れ
が落ちることを学びました。又、私は早く歯磨き
を済ませようとしてしまい、歯ブラシを大きく動
かしていました。それでも、上の歯も下の歯もま
んべんなく磨けているような気がして満足してい
ました。この磨き方も不十分で、歯ブラシは細か
く動かし一本一本を様々な角度から磨くと磨き残
しがなくなると教えていただきました。家に帰っ
てから、教えていただいたばかりの正しい歯磨き
を実践しました。私が特に気をつけたのは、奥歯
を磨く時です。奥歯はむし歯になりやすいと聞き

平成２７年度 歯の作文
優 秀 作 品 � 中 学 校 の 部

58 平成２８年３月●東京都学校歯科医会会誌〈第７９号〉



豊かな人生に欠かせないもの

東大和市立第三中学校
２年 池田 也実

ました。奥歯を様々な角度から磨こうとすると、
唇が痛いくらいグイッと横に広げなければならな
いということに気づきました。又、歯と歯茎の間
や歯と歯の間は、歯ブラシの毛先がしっかりすき
間に入っているか確認しながら磨きました。一回
の歯磨きで、こんなにも色々な事を考えながら磨
いたのは初めてでした。この作業を毎日するのは
少し大変だなと感じました。しかし、健康な歯が
なければ食事をする事が出来ません。運動をする
時に力を入れる事も出来ません。家族や友人と楽
しく笑顔で会話する事も出来ません。歯の役割を
考えた時に、私は歯の健康を保つことの大切さを
実感しました。
毎日の生活を送るために欠かせない歯、体の一
部である歯は世界中の人が共通して持っているも
のです。私は世界のむし歯予防について調べてみ
ることにしました。調べていくと、興味深いデー
タが出てきました。平均むし歯本数が日本の半分
以下、歯周病にいたっては日本の四分の一以下と
いう歯がとても健康な国がありました。その国
は、スウェーデンです。なぜスウェーデンは、む
し歯も歯周病も日本に比べてずっと少ないので
しょうか。
それは「PMTC」というものが理由の一つにあ
るそうです。PMTCとは、プロが専門の機械を
使って歯の汚れを落とすという治療法なのだそう
です。日本ではあまり知られていませんが、ス
ウェーデンでは PMTCを子どもが百パーセン
ト、大人が八十パーセントの人が定期的に受けて
いるそうです。
もう一つの理由として、歯ブラシの形態にある
ようです。スウェーデンでは「ワンタフトブラ
シ」という歯ブラシを多くの人が使っているそう
です。ワンタフトブラシは、植毛部がとても小さ
い歯ブラシで、磨きにくい部分もしっかり磨くこ
とが出来るそうです。

今では、日本よりもずっとむし歯や歯周病が少
ないスウェーデンですが、昭和三十年代頃まで、
スウェーデンも日本と同じくらいむし歯や歯周病
が多い国だったそうです。日本も世界のむし歯予
防法を少しずつ取り入れていくと、国レベルでむ
し歯や歯周病患者を減らすことが出来るのではな
いかと思いました。いつか日本がむし歯ゼロの国
になる時代が来ることを願って、今は私の出来る
精一杯のむし歯予防を頑張って続けていきます。

私は、中学一年生の時に歯の矯正を始めまし
た。学校の歯科検診で、
「歯並びについて、保護者の人やかかりつけの歯
科医院で相談して下さい。」
と言われ、矯正を始めることになりました。当
時、私は歯並びが悪くても、むし歯がなければ良
いのではと考えていました。しかし歯科医院で、
歯並びが悪いと見た目が気になるだけでなく、む
し歯になり易くなったり、顎関節の異常や肩こ
り、頭痛を引く起こすこともあると教えていただ
きました。
ではなぜ歯並びが悪い人とそうでない人がいる
のだろうと疑問に感じました。調べてみると、大
きく二つの原因があると分かりました。
歯の大きさは、ほとんど遺伝的な要素によって
決まるそうです。顎の大きさや形は、遺伝的な要
素だけでなく、その後の生活習慣に大きく影響さ
れると分かりました。口唇閉鎖不全（唇を閉じず
に口が開いたままの状態）、食べ物の食べ方、舌
の癖、姿勢が悪い等が原因だそうです。歯並びを
治しても、これらの生活習慣が治らなければ、再
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び歯並びが悪くなってしまう「後戻り」が起こる
そうです。
私は姿勢が悪いと言われたことがあります。私
の歯並びが悪いのは様々な原因があると思います
が、姿勢が悪いのも関係しているような気がしま
す。歯科医院に通うだけでなく、日頃から姿勢も
意識して生活していきたいです。又、食事も大切
です。よく噛んで食べることや、歯ごたえのある
硬い食材を意識して選んで食べていきたいです。
私の通っている歯科医院の先生に、
「矯正中にむし歯ができないよう注意して下さ
い。きれいに歯並びが治るかは、全てあなたのや
る気次第です。」
と言われました。むし歯ができてしまうと、矯正
の治療が進めたくても進められなくなってしまう
からです。
私が、毎日の歯磨きを頑張っていこうと思って
いた頃、学校で歯科校医の先生による歯科講話が
ありました。私に歯の矯正をすすめてくれた先生
です。先生は、正しい歯磨きの仕方について丁寧
に教えてくださいました。先生の言葉でとても印
象に残っている言葉があります。「歯や口が健康
な人は、豊かな人生をおくることができる」とい
う言葉です。私は最初、その言葉の意味を理解す
ることが出来ませんでした。しかし、その後の先
生のお話を聞いて、歯の大切さをしみじみと感じ
ることができました。

現在の医療は、歯を失って口から食べることが
出来なくても、胃に直接穴を開けて、栄養をおく
ることができるのだそうです。しかし、そこには
“味わう”という行為はありません。私は夏にな
ると、冷たいシャーベットを食べたいと思うこと
があります。味はもちろん、シャリシャリとした
歯ごたえがあるから、美味しいと感じるのだと思
います。歯ごたえがあるからこそ、その食べ物の
美味しさをしっかりと味わうことが出来るのだと
思います。
又、私は卓球部に所属していますが、スポーツ
をする時にも歯は重要です。スポーツ選手で矯正
をしている人もいますが、力を発揮するためには
歯並びや噛み合わせが重要なのだそうです。部活
動は学校生活の中でとても楽しみにしている時間
です。そこでも歯が大きく関わっていることを知
りました。
私が考える豊かな人生に欠かせないもの、それ
は「笑顔」だと思います。歯がなければ自分の笑
顔に自信が持てず、表情も心も暗い人になってし
まうと思います。笑顔でいると周りの人達と良い
人間関係を築くことが出来ると思うし、日々の生
活を明るく楽しい気持ちで過ごすことが出来ると
思います。
私は、これから先も自分の歯の健康を守り、豊
かな人生がおくれるよう努力していきます。

平成２７年度 歯の作文
優 秀 作 品 � 中 学 校 の 部
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平成２７年度「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」入賞者

〈保育所・こども園・幼稚園 図画・ポスターの部〉

順位 氏 名 学 校 名 年 齢

１位 早 田 乙 稀 東京都市大学二子幼稚園 年長５歳
２位 猪 野 瑛 太 中央区立堀留町保育園 チャレンジクラス
２位 野 原 さくら 学校法人 私立聖母の騎士幼稚園 年長５歳
３位 露 木 颯 人 荒川区立汐入こども園 ５歳
３位 冨 澤 裕 未 葛飾区立花の木保育園 年長６歳
３位 山 浦 茉 奈 学校法人 杉の子学園 横川幼稚園（私立） 年長５歳
佳作 木 村 優 花 中央区立月島第一幼稚園 年中５歳

〈小学校低学年 図画・ポスターの部〉

順位 氏 名 学 校 名 学 年

１位 梅 木 香 音 港区立白金小学校 ３
２位 葛 城 妃 菜 江戸川区立篠崎第五小学校 ３
２位 滑 川 花菜子 小平市立小平第二小学校 １
３位 橋 本 愛有加 墨田区立菊川小学校 ３
３位 田 口 茉 宙 世田谷区立桜丘小学校 ２
３位 塩 原 聖 也 町田市立小山田小学校 ２
佳作 熊 澤 幹 太 千代田区立九段小学校 ２
〃 宮 澤 相 良 千代田区立お茶の水小学校 ３
〃 瀧 澤 優 衣 中央区立久松小学校 １
〃 江 原 花 乃 中央区立城東小学校 ２
〃 岡 田 百 可 港区立赤坂小学校 １
〃 東 山 維 玖 新宿区立落合第一小学校 ３
〃 住 吉 宏 仁 新宿区立市谷小学校 ３
〃 窪 田 ゆ り 文京区立根津小学校 ２
〃 山 口 星 凪 台東区立東浅草小学校 １
〃 和 泉 栞 奈 台東区立平成小学校 ２
〃 髙 槁 美 月 墨田区立第三吾嬬小学校 ２
〃 平 松 萌 江東区立浅間竪川小学校 ２
〃 遠 嶋 勇 香 品川区立清水台小学校 ３
〃 徳 永 彩 乃 品川区立御殿山小学校 ３
〃 寺 嶋 智 希 目黒区立不動小学校 ２
〃 宇賀持 佑 未 大田区立小池小学校 ２
〃 佐 伯 海二希 大田区立羽田小学校 ３
〃 板 優 希 世田谷区立深沢小学校 ３
〃 箭 内 政 哉 中野区立江古田小学校 ３
〃 橋 本 唯 奈 杉並区立桃井第一小学校 ３
〃 竹 本 みなも 豊島区立豊成小学校 ２
〃 渡 辺 ひとこ 北区立赤羽台西小学校 ３
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順位 氏 名 学 校 名 学 年

佳作 栗 元 將太朗 北区立東十条小学校 ３
〃 髙 橋 心 温 荒川区立第五峡田小学校 ３
〃 河 西 日 向 板橋区立板橋第九小学校 ２
〃 岡 部 羽 汰 練馬区立向山小学校 ３
〃 櫻 木 仁 弓 足立区立島根小学校 ３
〃 渡 邉 侑 暉 葛飾区立青戸小学校 ２
〃 西 村 実 桜 八王子市立横山第二小学校 １
〃 幸 島 未 羽 武蔵野市立第四小学校 ２
〃 永 浜 友里瑛 三鷹市立第一小学校 ２
〃 武 居 花 府中市立本宿小学校 ３
〃 春 日 乙 芭 昭島市立拝島第三小学校 ２
〃 蒔 田 千 博 調布市立国領小学校 ３
〃 石 黒 友 理 小金井市立東小学校 ３
〃 松 山 一 輝 日野市立日野第四小学校 １
〃 石 井 偲 東村山市立化成小学校 ２
〃 土 井 琴 子 福生市立福生第二小学校 ３
〃 二之形 奈 穂 東大和市立第一小学校 １
〃 野 口 春 弥 清瀬市立清瀬小学校 ３
〃 山 村 優 奈 武蔵村山市立第十小学校 ３
〃 中 森 菜々美 多摩市立東寺方小学校 ３
〃 後 藤 美 咲 小笠原村立小笠原小学校 ２

〈小学校高学年 図画・ポスターの部〉

順位 氏 名 学 校 名 学 年

１位 佐 倉 温 港区立御成門小学校 ５
２位 野 口 ことみ 杉並区立杉並第二小学校 ６
２位 砂 澤 あゆみ 江戸川区立第二葛西小学校 ５
３位 濱 道 健 成 品川区立小中一貫校品川学園小学校 ６
３位 富 田 真優奈 中野区立新山小学校 ５
３位 内 堀 綾 乃 東村山市立化成小学校 ６
佳作 増 渕 右 之 中央区立有馬小学校 ５
〃 小 池 明 中央区立明石小学校 ５
〃 佐 藤 柚 月 港区立笄小学校 ６
〃 田 中 陽 光 新宿区立落合第一小学校 ６
〃 劉 俐 伶 新宿区立花園小学校 ６
〃 大久保 優 文京区立礫川小学校 ４
〃 坂 口 桂里奈 台東区立台東育英小学校 ５
〃 小 島 佑果子 台東区立大正小学校 ６
〃 廣 田 芽 萌 墨田区立二葉小学校 ６
〃 小 池 佑 奈 墨田区立第三吾嬬小学校 ５
〃 田 中 真 紘 江東区立亀高小学校 ４
〃 草 薙 咲 颯 品川区立旗台小学校 ６
〃 寺 嶋 友 菜 目黒区立不動小学校 ４
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順位 氏 名 学 校 名 学 年

佳作 仲 本 彩 花 大田区立嶺町小学校 ６
〃 齋 藤 ひより 大田区立矢口西小学校 ５
〃 金 子 和 矢 世田谷区立桜丘小学校 ６
〃 石 田 瀬 七 世田谷区立等々力小学校 ４
〃 東 蓮 豊島区立千早小学校 ５
〃 佐 藤 美 瞳 北区立赤羽台西小学校 ６
〃 森 小波瑠 北区立滝野川第六小学校 ４
〃 松 野 ふたば 荒川区立汐入東小学校 ６
〃 町 田 芽 衣 板橋区立志村第四小学校 ５
〃 矢 口 茉 穂 練馬区立石神井台小学校 ６
〃 角 田 弥美香 足立区立東渕江小学校 ４
〃 井 口 結 子 葛飾区立住吉小学校 ６
〃 穂 坂 綾 乃 八王子市立横山第二小学校 ４
〃 三 島 里 帆 武蔵野市立第四小学校 ４
〃 江 口 岬 三鷹市立南浦小学校 ４
〃 今 井 琉 栞 府中市立新町小学校 ６
〃 池 本 奈 緒 調布市立杉森小学校 ４
〃 南 雲 遥 町田市立南成瀬小学校 ５
〃 小 町 優 奈 小金井市立小金井第二小学校 ６
〃 丸 山 雛奈子 小平市立小平第一小学校 ６
〃 生 沼 実 歩 日野市立日野第四小学校 ５
〃 菊 地 彩 衣 狛江市立狛江第一小学校 ５
〃 大 川 陽 向 東大和市立第一小学校 ５
〃 森 陽 那 清瀬市立清瀬小学校 ５
〃 逧 田 空 良 武蔵村山市立第二小学校 ６
〃 斉 藤 翔 馬 多摩市立永山小学校 ６
〃 青 木 結 愛 稲城市立稲城第七小学校 ５
〃 田 村 百 花 羽村市立小作台小学校 ５
〃 石野田 樹 里 神津島村立神津小学校 ６

〈中学校 ポスターの部〉

順位 氏 名 学 校 名 学 年

１位 山 下 絢 香 武蔵野市立第三中学校 ３
２位 河 本 葵 杉並区立杉森中学校 ３
２位 長谷川 多 月 小平市立小平第三中学校 ３
３位 三 木 芙 深 港区立青山中学校 ２
３位 岩 﨑 り ん 品川区立冨士見台中学校 ７
３位 徳 丸 颯 介 小金井市立小金井第一中学校 ３
佳作 島 村 美 那 中央区立日本橋中学校 ３
〃 冨 樫 夏 幹 中央区立晴海中学校 ２
〃 薄 井 瑠 南 新宿区立西戸山中学校 ２
〃 齋 藤 圭 祐 新宿区立牛込第一中学校 ３
〃 兒 玉 七 恵 文京区立第三中学校 ３
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順位 氏 名 学 校 名 学 年

佳作 千 代 愛 莉 墨田区立竪川中学校 ２
〃 水 野 弘 子 墨田区立吾嬬立花中学校 ３
〃 小 宮 鈴 江東区立第四砂町中学校 ２
〃 櫻 井 優太朗 品川区立荏原第五中学校 ７
〃 岡 村 耀 目黒区立目黒中央中学校 １
〃 小 野 鈴太郎 大田区立馬込中学校 ２
〃 小 林 彩 花 大田区立安方中学校 ２
〃 宮 崎 ひより 世田谷区立玉川中学校 １
〃 足 立 愛 奈 豊島区立西池袋中学校 ３
〃 庭 野 紡 荒川区立尾久八幡中学校 １
〃 吉 岡 菜 月 板橋区立桜川中学校 １
〃 椿 野 祥 汰 葛飾区立双葉中学校 ３
〃 川 島 菜 瑠 江戸川区立松江第四中学校 ２
〃 對 馬 彩 夏 八王子市立上柚木中学校 ２
〃 藥 袋 香奈江 昭島市立福島中学校 ３
〃 鈴 木 詩 織 調布市立神代中学校 １
〃 � 久 真 麻 日野市立日野第四中学校 ２
〃 新 井 南 帆 東村山市立東村山第一中学校 ２
〃 髙 橋 ひかり 狛江市立狛江第二中学校 ２
〃 小 林 琴 音 武蔵村山市立第四中学校 ３
〃 山 田 ひろか 多摩市立和田中学校 ２
〃 小 野 愛 莉 瑞穂町立瑞穂第二中学校 １

〈高等学校 ポスターの部〉

順位 氏 名 学 校 名 学 年

１位 邊 見 優 香 東京都立府中高等学校 ２
２位 山 本 絵里香 東京都立赤羽商業高等学校 ３

〈特別支援学校・特別支援学級 図画・ポスターの部〉

順位 氏 名 学 校 名 学 年

１位 佐 藤 緋眞佳 東京都立青山特別支援学校 小４
２位 山 本 将 寛 東京都立王子特別支援学校 高２
２位 佐々木 菜 摘 東京都立志村学園 高３
３位 髙 橋 幸 恵 新宿区立西新宿中学校 中３

３位
三 浦 龍 久
宮 﨑 大 樹
吉 田 樹

東京都立小金井特別支援学校 小４

３位 香 川 滉 太 東京都立小平特別支援学校 小６
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平成２６年度収支計算書 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 異 備 考

Ⅰ 事業活動収支の部
１ 事業活動収入
特定資産運用収入 ［ ６，０００］［ ７，９２５］［△ １，９２５］
特定資産利息収入 ６，０００ ７，９２５ △ １，９２５ 運営基金積立預金利息等
会費収入 ［ ５１，９００，０００］［ ５１，９５０，０００］［△ ５０，０００］
正会員会費収入 ５１，８７５，０００ ５１，７５０，０００ １２５，０００ ２５，０００円×２，０７０人
賛助会員会費収入 ２５，０００ ２００，０００ △ １７５，０００ ２５，０００円×８人
事業収入 ［ ４００，０００］［ ４００，０００］［ ０］
都学保受託収入 ４００，０００ ４００，０００ ０ ブロック別研修会
補助金等収入 ［ ９４０，０００］［ ９２１，２００］［ １８，８００］
都歯助成金収入 ５０，０００ ３０，０００ ２０，０００
日学歯交付金収入 ８３０，０００ ８３１，２００ △ １，２００ ４００円×２，０７８人
都学保助成金収入 ６０，０００ ６０，０００ ０ 学校保健（学校歯科医）研修会
雑 収 入 ［ ２５５，０００］［ １，３５７，６３３］［△ １，１０２，６３３］
受取利息収入 ５，０００ ７，９３３ △ ２，９３３ 普通預金利息等
雑 収 入 ２５０，０００ １，３４９，７００ △ １，０９９，７００ 広告収入及び冊子収入

事業活動収入計 ５３，５０１，０００ ５４，６３６，７５８ △ １，１３５，７５８

２ 事業活動支出
事業費支出 ［ ３０，８３８，７６７］［ ２８，８２１，１６７］［ ２，０１７，６００］
普及事業費支出 （ ８，５９４，７６７）（ ８，５２８，３１２）（ ６６，４５５）

優良校表彰費支出
�
�
�

６５０，０００
４５，１３９ ６９５，１３９ ０

作文図画ポスター
関係費支出

�
�
�
１，１５０，０００
２１，８１１ １，１７１，８１１ ０

島嶼特別支援対策費
支出

�
�
�

１００，０００
２７，８１７ １２７，８１７ ０ 大島・八丈島学校歯科保健

支援事業

会誌広報費支出 ５，４００，０００ ５，３９９，４９７ ５０３ 広報、ホームページメンテナンス等
功労者表彰費支出 ５００，０００ ４９１，９３３ ８，０６７ 記念品、退職者賞状
歯科保健広報費支出 ５５０，０００ ５１０，１４３ ３９，８５７ ポスター作成等
教材費支出 １００，０００ ８１，９７２ １８，０２８ 書籍等購入
雑 支 出 ５０，０００ ５０，０００ ０
研究事業費支出 （ １３，４８６，０００）（ １２，０６１，１１４）（ １，４２４，８８６）
大会費支出 ５，０００，０００ ４，９６０，８６５ ３９，１３５ 第４９回都学歯大会
講習会費支出 ５５０，０００ ５３４，０７９ １５，９２１ 学校保健（学校歯科医）研修会
ブロック別研修費支出 ６２０，０００ ６０７，３３８ １２，６６２
各種大会参加費支出 ２，９２３，０００ １，９９５，２１６ ９２７，７８４ 全国学校歯科保健研究大会等
地区交付金支出 ２，０７３，０００ ２，０６２，０００ １１，０００ １，０００円×２，０６２人
負担金支出 １３０，０００ １０１，６８４ ２８，３１６ 健康づくりフォーラム等
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科 目 予 算 額 決 算 額 差 異 備 考

雑給与支出 ２，１６０，０００ １，７６９，９３２ ３９０，０６８
雑 支 出 ３０，０００ ３０，０００ ０
調査研究事業費支出 （ ７，４００，０００）（ ７，０８８，３４８）（ ３１１，６５２）
活動費支出 １，９００，０００ １，６１６，４８０ ２８３，５２０ ブロック支援・推進校支援等

学術研究費支出 ２，４５０，０００ ２，４４６，４８７ ３，５１３ 学校歯科医の資料教材作成等

渉外費支出 ３，０００，０００ ２，９７５，３８１ ２４，６１９
雑 支 出 ５０，０００ ５０，０００ ０
その他の目的達成
事業費支出 （ １，３５８，０００）（ １，１４３，３９３）（ ２１４，６０７）

その他の目的達成
事業費支出 １，３５８，０００ １，１４３，３９３ ２１４，６０７ 各種委員会等

管理費支出 ［ ２４，４４７，９９５］［ ２３，４４９，１３３］［ ９９８，８６２］
役員報酬支出 ２，４００，０００ ２，４００，０００ ０ 役員２０名

実費弁償支出 ２，２００，０００ １，７８４，５４８ ４１５，４５２
給料手当支出 ９，７８７，５００ ９，６８８，９７２ ９８，５２８ 職員２名

福利厚生費支出 １，４８０，５００ １，４０４，０１２ ７６，４８８ 社会保険料等

会議費支出 ２５０，０００ ２５０，０００ ０ 役員会、総会、代議員会

旅費交通費支出 ３，０１８，０００ ２，９４９，５８５ ６８，４１５ 役員会、総会、代議員会等

通信運搬費支出 ９００，０００ ８２７，２１２ ７２，７８８
消耗什器備品費支出 １００，０００ ３２，３６９ ６７，６３１
消耗品費支出 ２５０，０００ ２３７，８９９ １２，１０１ 文房具等

修繕費支出 １００，０００ ９１，５９５ ８，４０５

賃借料支出
�
�
�
１，９６０，０００
２４，９９５ １，９８４，９９５ ０ コピー機等リース代

印刷製本費支出 ４５０，０００ ３６８，１７２ ８１，８２８ 代議員会資料等

共益費支出 ３５０，０００ ３４６，０３２ ３，９６８
慶弔費支出 １５０，０００ １２９，９００ ２０，１００ 香典代、生花代

諸謝金支出 ８５７，０００ ７９２，７５０ ６４，２５０ 税理士法人顧問料等

租税公課支出
�
�
�

０
７０，０００ ７０，０００ ０ 都民税（均等割）

雑 支 出 １００，０００ ９１，０９２ ８，９０８ 振込手数料等

事業活動支出計 ５５，２８６，７６２ ５２，２７０，３００ ３，０１６，４６２

事業活動収支差額 △ １，７８５，７６２ ２，３６６，４５８ △ ４，１５２，２２０

Ⅱ 投資活動収支の部
１ 投資活動収入
特定資産取崩収入 ［ １，０００，０００］［ ０］［ １，０００，０００］
運営基金引当資産
取崩収入 １，０００，０００ ０ １，０００，０００

投資活動収入計 １，０００，０００ ０ １，０００，０００
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科 目 予 算 額 決 算 額 差 異 備 考

２ 投資活動支出
特定資産取得支出 ［ ２，８８５，５８０］［ ２，８８５，５８０］［ ０］
退職給付引当資産
取得支出 ７８５，５８０ ７８５，５８０ ０

名簿作成引当資産
取得支出 １００，０００ １００，０００ ０

特別事業積立金
取得支出 １，０００，０００ １，０００，０００ ０

役員退職慰労引当
資産取得支出 １，０００，０００ １，０００，０００ ０

投資活動支出計 ２，８８５，５８０ ２，８８５，５８０ ０

投資活動収支差額 △ １，８８５，５８０ △ ２，８８５，５８０ １，０００，０００

Ⅲ 財務活動収支の部
１ 財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２ 財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

Ⅳ 予備費支出
�
�
�
△ １８９，７６２
１９９，２０２ － ９，４４０

当期収支差額 △ ３，６８０，７８２ △ ５１９，１２２ △ ３，１６１，６６０

前期繰越収支差額 ３，６８０，７８２ ６，８４０，３９９ △ ３，１５９，６１７

次期繰越収支差額 ０ ６，３２１，２７７ △ ６，３２１，２７７
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平成２７年度収支予算書 平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 ２７年度予算 ２６年度予算 差 異 備 考

Ⅰ．事業活動収支の部
１．事業活動収入
①特定資産運用収入 （ １０，０００）（ ６，０００）（ ４，０００）
特定資産利息収入 １０，０００ ６，０００ ４，０００ 預金利息
②会費収入 （ ５１，９２５，０００）（ ５１，９００，０００）（ ２５，０００）
正会員会費収入 ５１，７７５，０００ ５１，８７５，０００ △ １００，０００ ２５，０００円×２，０７１名
賛助会員会費収入 １５０，０００ ２５，０００ １２５，０００ ６名
③事業収入 （ ４００，０００）（ ４００，０００）（ ０）
都学保受託収入 ４００，０００ ４００，０００ ０ ブロック別研修会分
④補助金等収入 （ １，０４０，８００）（ ９４０，０００）（ １００，８００）
都歯助成金収入 ５０，０００ ５０，０００ ０
日学歯交付金収入 ８３０，８００ ８３０，０００ ８００ ４００円×２，０７７名
日学歯助成金収入 １００，０００ ０ １００，０００ 隔年支給
都学保助成金収入 ６０，０００ ６０，０００ ０ 学校歯科医研修会分
⑤雑 収 入 （ ５３０，０００）（ ２５５，０００）（ ２７５，０００）
受取利息収入 ５，０００ ５，０００ ０ 預金利息
雑 収 入 ５２５，０００ ２５０，０００ ２７５，０００ 広告収入他

事業活動収入計 ５３，９０５，８００ ５３，５０１，０００ ４０４，８００

２．事業活動支出
⑴事業費支出 （ ３０，００３，０００）（ ３０，７４４，０００）（△ ７４１，０００）
①普及事業費支出 （ ９，０１０，０００）（ ８，５００，０００）（ ５１０，０００）
優良校表彰費支出 ７００，０００ ６５０，０００ ５０，０００
作文図画ポ関係費支出 １，１６０，０００ １，１５０，０００ １０，０００ 図画ポ事業（大会にて表彰）
島嶼支援対策費支出 ４７０，０００ １００，０００ ３７０，０００ 島嶼学校実態調査
会誌広報費支出 ５，５００，０００ ５，４００，０００ １００，０００

功労者表彰費支出 ５３０，０００ ５００，０００ ３０，０００ 記念品・退職者賞状・東京
都学校歯科保健功労者

歯科保健広報費支出 ５００，０００ ５５０，０００ △ ５０，０００ ポスター作成等
教材費支出 １００，０００ １００，０００ ０ 本・DVD・CD購入
雑 支 出 ５０，０００ ５０，０００ ０
②研究事業費支出 （ １２，９６７，０００）（ １３，４８６，０００）（△ ５１９，０００）
大会費支出 ５，３５０，０００ ５，０００，０００ ３５０，０００ 第５０回都学歯大会
講習会費支出 ５５０，０００ ５５０，０００ ０ 学校歯科保健研修会
ブロック別研修会費支出 ６７０，０００ ６２０，０００ ５０，０００

各種大会参加費支出 ２，２０２，０００ ２，９２３，０００ △ ７２１，０００ 全国歯科保健研究大会
（長野県）

地区交付金支出 ２，０７１，０００ ２，０７３，０００ △ ２，０００ １，０００円×２，０７１名
（賛助会員６名）

負担金支出 １３０，０００ １３０，０００ ０ 都庁健康フォーラム・日学保
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科 目 ２７年度予算 ２６年度予算 差 異 備 考

雑給与支出 １，９６０，０００ ２，１６０，０００ △ ２００，０００ パート職員４名
雑 支 出 ３４，０００ ３０，０００ ４，０００
③調査研究事業費支出 （ ６，４２８，０００）（ ７，４００，０００）（△ ９７２，０００）
活動費支出 １，８８０，０００ １，９００，０００ △ ２０，０００ ブロック支援・教材資料作成等
学術研究事業費支出 １，４９８，０００ ２，４５０，０００ △ ９５２，０００ 学術研究委員会・小冊子作成
渉外費支出 ３，０００，０００ ３，０００，０００ ０
雑 支 出 ５０，０００ ５０，０００ ０
④その他の目的達成
事業費支出 （ １，５９８，０００）（ １，３５８，０００）（ ２４０，０００）

その他の目的達成
事業費支出 １，５９８，０００ １，３５８，０００ ２４０，０００ 各種委員会費用

⑵管理費支出 （ ２６，７６３，０００）（ ２４，３５３，０００）（ ２，４１０，０００）
役員報酬支出 ２，４００，０００ ２，４００，０００ ０ 役員２０名
費用弁償費支出 ２，０００，０００ ２，２００，０００ △ ２００，０００
給料手当支出 ９，９００，０００ ９，７８７，５００ １１２，５００ 正職員２名
福利厚生費支出 １，５５０，０００ １，４８０，５００ ６９，５００
会議費支出 ２５０，０００ ２５０，０００ ０
旅費交通費支出 ２，９９４，０００ ３，０１８，０００ △ ２４，０００ 参事・代議員１名減
通信運搬費支出 ９００，０００ ９００，０００ ０

消耗什器備品費支出 ３１５，０００ １００，０００ ２１５，０００ 事務局 PC１台およびプロ
ジェクター１台入れ替え

消耗品費支出 ２５０，０００ ２５０，０００ ０
修繕費支出 １００，０００ １００，０００ ０
賃借料支出 １，９６０，０００ １，９６０，０００ ０ １１５，３４４円×１２ヶ月（都歯）
印刷製本費支出 ４５０，０００ ４５０，０００ ０
退職金支出 ２，０００，０００ ０ ２，０００，０００ １０万×２０名 役員退職慰労金
共益費支出 ３５０，０００ ３５０，０００ ０ ２８，８３６円×１２ヶ月（都歯）
慶弔費支出 １５０，０００ １５０，０００ ０
諸謝金支出 ９６１，０００ ８５７，０００ １０４，０００ 会計事務所顧問料他

雑 支 出 ２３３，０００ １００，０００ １３３，０００ 役員登記・振り込み手数料他
役員賠償保険

事業活動支出計 ５６，７６６，０００ ５５，０９７，０００ １，６６９，０００

事業活動収支差額 △ ２，８６０，２００ △ １，５９６，０００ △ １，２６４，２００

Ⅱ．投資活動収支の部
１．投資活動収入
特定資産取崩収入
運営基金引当資産
取崩収入 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００

役員退職慰労金
引当資産取崩収入 ２，０００，０００

基本財産取崩収入 ２４，７０８，３２６ ０ ２４，７０８，３２６ 基本財産取崩

投資活動収入計 ２６，７０８，３２６ １，０００，０００ ２５，７０８，３２６
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科 目 ２７年度予算 ２６年度予算 差 異 備 考

２．投資活動支出
退職給付引当資産
取得支出 ８３２，８４０ ７８５，５８０ ４７，２６０

役員退職慰労金
引当資産取得支出 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ 役員２０名

学術研究引当資産
取得支出 １４，７０８，３２６ ０ １４，７０８，３２６ 基本財産より新設

運営基金引当資産
取得支出 ０ ０ ０

名簿作成引当資産
取得支出 ０ １００，０００ △ １００，０００

特別事業積立基金
取得支出 １０，０００，０００ １，０００，０００ ９，０００，０００ 基本財産より

投資活動支出計 ２６，５４１，１６６ ２，８８５，５８０ ２３，６５５，５８６

投資活動収支差額 １６７，１６０ △ １，８８５，５８０ ２，０５２，７４０

Ⅲ．財務活動収支の部
１．財務活動収入 ０ ０ ０
２．財務活動支出 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

Ⅳ．予備費支出 ４６６，５７７ １９９，２０２ ２６７，３７５ （臨時総会１回分 ４５万程度）

当期収支差額 △ ３，１５９，６１７ △ ３，６８０，７８２ ５２１，１６５

前期繰越収支差額 ３，１５９，６１７ ３，６８０，７８２ △ ５２１，１６５

次期繰越収支差額 ０ ０ ０
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―役 員―

会 長 川 本 強

副 会 長 小 嶋 憲

〃 末 髙 英 世

専務理事 鈴 木 博

理 事 渡 邉 実

〃 箭 本 治

〃 奥 野 圭 子

〃 長 沼 善 美

〃 髙 橋 裕 幸

〃 酒 井 克 典

〃 髙 橋 文 夫

〃 中 村 卓 志

〃 長 井 博 昭

〃 澤 田 章 司

〃 牧 野 寛

〃 後 藤 有 里

監 事 石 川 文 一

〃 吉 田 慶 造

―選挙管理会委員―

豊 島 ◎寺 田 誠

本 所 ○和 泉 一 清

麹 町 愛 知 徹 也

江 東 青 木 満

中 野 増 喜 禮 義

蒲 田 小 林 正 幸

多 摩 後 藤 伊都子

（予 備 委 員）

昭 島 村 山 恒 夫

練 馬 角 田 不二彦

浅 草 久 保 和 彦

板 橋 山 口 英 也

品 川 片 岡 正 行

―予算決算特別委員―

町 田 ◎澤 正 宏

港 区 芝 ○華 岡 眞 幸

杉 並 小 川 学

世 田 谷 神 田 隆 直

練 馬 河 奈 文 彦

西 多 摩 井 上 雄 温

武蔵村山 土 方 靖 夫

（予 備 委 員）

東 村 山 橋 本 健 一

東久留米 田 口 耕 平

―会誌・広報委員―

麻布赤坂 ◎関 根 正 行

麻布赤坂 ○清 水 浩 一

杉 並 吉 野 勝 久

北 濱 野 晶 子

板 橋 氷 見 育 夫

練 馬 河 奈 文 彦

―学術研究委員―

学 識 内 川 喜 盛

浅 草 ◎久 保 和 彦

荒 川 ○三 浦 みつ子

江 東 小 川 仲 子

中 野 横 山 いづみ

目 黒 嘉 部 暁

豊 島 鈴 木 あい子

多 摩 北 村 新

委員欄の◎は委員長 ○は副委員長

平成２７年度東京都学校歯科医会役員・各種委員会委員
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平成２７年度地区参事・代議員・学術委員

地 区 （参 事） （代 議 員） （予備代議員） （学術委員）
麹 町 愛知 徹也 山林 豊 田中 久仁 奥薗 卓也
神 田 船曳 光雄 今村昭二郎 甲斐 徹也 橋本 雅之
日 本 橋 中村 章生 大野 健 鹿野 久代 鹿野 久代
京 橋 今村純一郎 浜中 裕 今村純一郎 山田 隆久
港 区 芝 華岡 眞幸 華岡 眞幸 木村 充 斎藤 淳
麻 布 赤 坂 氏家 賢明 藤野 �男 清水 浩一 朝倉健太郎
文 京 松原 真 土居 浩 高橋 健二 渡辺 文秀
下 谷 秋山 欣也 岩間 隆洋 脇野 仁 小野 潤
浅 草 久保 和彦 今村里千矢 小林てい子 品川 尚一
本 所 丸山 満博 丸山 満博 戸嶋 誠司 真下 裕道
向 島 三好 克則 髙田 敬一 長澤 太郎 野苅家 清

足 立 岡谷 進 片桐 博陽、岡谷 進、
小倉 雅光

宮坂 和志、古庄 研策、
仲谷 敦 平塚 武司

江 東 室伏 聡 室伏 聡、小川 仲子、
幸阪 保雄

杉山日出樹、斉藤 秋人、
一ッ子延大 斎藤 秋人

葛 飾 飯塚 務 飯塚 務、柳原 健司 嶋田 直季、古宮 秀記 古宮 秀紀

江 戸 川 阪上 泰彦 阪上 泰彦、伊能 暁、
川野 浩一

金丸 充徳、宮山 英之、
川口 安子 室岡 孝二

四 谷 牛 込 磯谷 亮 栗原 眞人 松本 一彦 石川 雅朗
新 宿 星野 太一 星野 太一 佐藤 俊仁 福井 裕昌
渋 谷 坂本眞理子 長田 博史 伊藤 知周 齋藤 敬太
中 野 土田 和彦 横山いづみ 藤森 理 河合洋嗣人
杉 並 小川 学 小川 学、山崎 靖 若井 現、吉野 勝久 成田 文雄
品 川 丸山進一郎 丸山進一郎 竹内 正和 柴田 純弘
荏 原 米山 博己 寺岡 康利 井口 裕一 皆川 淳
目 黒 川井 洋一 川井 洋一 野村 良二 井上 崇
大 森 梅澤 宏亘 吉田 厚、村田 正夫 田沼 洋平、東 昇一 山村 慎二
蒲 田 小林 正幸 中田 裕康 富樫 敏夫 小濱 哲彦
世 田 谷 吉田 慶造 石井 孝典、神田 隆直 小森 幸道、田中 教順 髙野 秀幸
玉 川 渡邊 嗣 蒔田 裕 齋藤 正之 齋藤 正之
豊 島 野口 賢治 中島 陽州 鈴木 章敬 柳澤 達雄
滝 野 川 江口 淳一 江口 淳一 前川 俊介 小林 力
北 百瀬 保 百瀬 保 難波 竜児 難波 竜児

荒 川 横井 伸洋 山岸 克彦 菊田 礼夫 荻原 栄和
板 橋 田中 進一 田中 進一、鈴木 勝 髙橋 正行、氷見 育夫 中山 行夫

練 馬 草柳 英二 望月 兵衛、河奈 文彦、
草柳 英二 金田 和彦、南 誠二 金田 和彦

西 多 摩 井上 雄温 井上 雄温、小澤 庄二 吉成 勝海、鏡 一郎 波多野敬二
多 摩 浅井 英夫 久保 雅幸 後藤伊都子 北村 新

八 王 子 渡邉 実 山内 英史、橋本 直樹、
岡部 浩子

山田 幸英、横山 邦雄、
氷見 元治 山田 幸英

町 田 澤 正宏 澤 正宏、咲間 義輝 石川 義洋、山田 潔 原田 洋好
府 中 野間 秀郎 髙木栄太郎 矢代 譲治 桑田 徹
三 鷹 竹下 敦 金子 純一 竹下 敦 杉井 章子
国 分 寺 杉谷 祐 鹿島 千佳 松井 典子 神原 学
東 久 留 米 鈴木 普久 田口 耕平 宮嵜 至洋 北村 晃
立 川 竹崎 秀人 伊東祐太郎 片岡 滋 勝沼 正明
東 村 山 小西 勇人 橋本 健一 小西 勇人 細野 正博
西 東 京 田中 大平 田中 大平 奥村 雅子 田中 大平
武 蔵 村 山 比留間修一 土方 靖夫 伊東 良之 伊東 良之
昭 島 村山 恒夫 松田 武彦 村山 恒夫 松尾 豊
調 布 矢野 章 矢野 章 宮木 了 古仙 芳樹
清 瀬 島田 尚範 加藤 淳 倉田 琢哉 井植 温
東 大 和 片山 均 小池 剛 片山 均 齋藤 寛
狛 江 香田 忠正 松浦 康文 香田 忠正 塩谷 達昭
日 野 峯岸 大造 佐々木智史 髙品 和哉 森田 髙広
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例年だと２月に「都学歯大会」が開催され、今頃（３月）は広報、会誌とも編集の終盤
に向かっているころですが、今年は「都学歯大会」が３月開催となったので、今が編集の
真っ最中です。今年は広報委員の一部が交代しましたが、ご熱心な先生方に助けられて順
調です。 （委員長 関根正行）

平成２８年度新入社員のタイプは「ドローン型」。経済状況などの強い風にあおられた
が、なんとか自律飛行を保ち、目標地点に着地（希望の内定）できたものが多かった。さ
らなる、技術革新（スキルアップ）によって、様々な場面での貢献が期待できるためだそ
うです。皆様のところも、新入社員をお迎えになったころかと思います。きっと、ドロー
ン以上に活躍してくれることでしょう。新年度も広報委員に変更はございません、引き続
きご協力のほどよろしくお願いたします。 （清水浩一）

世界中から理不尽な紛争報道がやみません。健全なる精神は健全なる身体に宿ると古来
言われますが、学校歯科医して日本の子供達のお口の健康を守り育んで、微力ながら平和
な世の中にしたいものです。 （吉野勝久）

３月の都学歯大会終了後から一週間、写真整理を毎日少しずつやりましたが慣れないこ
とで委員の先生方にご迷惑をおかけしてしまいました。来年は関根先生にまず割付表をも
らうこと！と今頃気づきました。しばらくは先生方のもとで委員として頑張りたいと思い
ます。
北学校歯科医会でも児童生徒のために講話資料作成を始めています。先生方と情報交換
したいです。 （濱野晶子）

今年度より、広報委員になりました。地元の会務も不慣れで、忙しい１年でした。年末
３ヶ月程体調を崩し、好きな酒も満足に飲めない悲しい年末でした。年始より原因がわか
り、飲めるようになり広報委員会後の飲み会を楽しみに会務に行っております。少しでも
お役に立てるよう、カメラ撮影も勉強していきたいと思います。 （氷見育夫）

平成２７年度より会誌広報委員を拝命致しました。地区でも会誌広報の経験が無く先輩諸
先生にご指導を仰ぎながら原稿の校正や写真撮影等、一から勉強中です。ご多忙の中原稿
を書いて下さる先生方、時間を割いて読んで下さる会員の先生方の橋渡しに成るよう努力
して参りますので宜しくお願い申し上げます。 （河奈文彦）

昨今の活字離れの中、会員の皆様に興味を持って読んでいただくにはどうしたら良いの
かと考え続けています。担当させていただいたおかげで、記事について、写真について、
WEBについて、委員の先生方や担当の方に教えてもらい大変勉強になります。年末に軽
いノートパソコンを買ったので、活用してこれからも頑張りますのでよろしくお願いいた
します。 （担当理事 奥野圭子）

編集後記
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